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　大井町まちづくり協議会・教育子育て部会の主催による「子どもしめ縄作り会」が、１１月２１日に大

井第二小学校で開催されました。これは「地域のおじさんおばさんは私たちの先生」という取り組みの

一つ。参加した約４０人の親子は、お正月に飾るしめ縄の作り方を、地域の先生から習い仕上げました。



　

そ
の
後
、
観
光
客
を
迎
え
る
た

め
、
不
十
分
だ
っ
た
環
境
の
整
備

を
実
施
。
昭
和
６３
年
に
は
、
開
村

式
を
行
い
ま
し
た
。
初
代
の
村
長

は
故
高た

か

峰み
ね

三み

枝え

子こ

さ
ん
。
現
村
長

の
司

つ
か
さ

葉よ
う

子こ

さ
ん
は
、
平
成
１１
年
に

二
代
目
と
し
て
就
任
し
、
今
回
の

大
正
百
年
事
業
実
行
委
員
会
の
委

員
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

こ
の
契
機
に
情
報
発
信
す
る

　

大
正
は
、
１５
年
と
い
う
短
い
存

在
で
し
た
が
、
日
本
人
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
時
代
。「
平
成

２３
年
は
大
正
百
年
」
と
、
大
正
の

ロ
マ
ン
や
モ
ダ
ン
を
偲し

の

び
つ
つ
、

そ
の
大
正
の
魅
力
を
全
国
に
先
駆

け
情
報
発
信
で
き
る
の
は
、
日
本

大
正
村
の
あ
る
当
市
の
み
で
す
。

　

平
成
１９
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
大
正
百
年
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

事
業
。
そ
こ
で
は
、
大
正
を
次
世

代
へ
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
、

大
正
の
魅
力
を
再
確
認
し
て
、
こ

の
平
成
の
時
代
に
生
か
し
て
い
こ

う
と
、
検
証
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
集
大
成
の
「
大
正

百
年
事
業
」
を
契
機
と
し
て
、
観

光
人
口
の
拡
大
と
、
地
域
振
興
に

つ
な
が
る
よ
う
市
民
の
皆
さ
ん
と

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

大
正
時
代
っ
て
ど
ん
な
時
代

　

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
よ
る
大

衆
や
女
性
の
地
位
向
上
を
背
景
と

し
て
、
産
業
や
生
活
、
文
化
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
新
し
い
こ
と

が
始
ま
っ
た
大
正
時
代
。
こ
の
時

代
に
生
ま
れ
た
も
の
や
始
ま
っ
た

こ
と
は
、
現
代
の
礎
と
な
り
私
た

ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
き
ま
し
た
。

　

大
正
時
代
の
代
表
的
な
児
童
雑

誌
「
赤
い
鳥
」。
創
刊
は
大
正
７

年
で
、芥
川
龍
之
介
や
新
美
南
吉
、

北
原
白
秋
な
ど
、
著
名
な
作
家
の

童
話
や
童
謡
が
掲
載
さ
れ
、
高
い

文
学
性
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
１４
年
、
日
本
の
ラ
ジ
オ
放

送
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
当
時
、

こ
の
最
先
端
技
術
は
民
衆
か
ら
の

期
待
も
大
き
く
、
加
入
件
数
が
開

始
当
初
の
３
千
５
百
件
か
ら
、
１

年
と
た
た
な
い
う
ち
に
、
１０
万
件

ほ
ど
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

東
京
を
中
心
と
し
た
都
市
部

に
、
数
々
の
「
カ
フ
ェ
ー
」
が
誕

生
し
た
の
も
こ
の
時
代
。
流
行
に

敏
感
な
書
家
や
文
士
た
ち
の
交
流

の
場
と
し
て
、に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。▲日本大正村役場。明治３９年に建てられ昭和３２年まで使用。平成１１年には文化庁の登録有形文化財に指定。

▼

大
正
を
感
じ
さ
せ
る
蓄
音
機
。
大
正
時
代
館
や
大
正
村
資
料
館
で
展
示
。

　
１５
年
と
短
い
時
代
で
し
た
が
、
今
の
私
た
ち
に
大
き
な
も
の
を
残
し
て
く
れ
た
大
正
。
１
９
１
２

年
７
月
３０
日
の
大
正
元
年
か
ら
数
え
て
、
こ
と
し
で
百
年
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
古
き
良
き
大
正

時
代
を
振
り
返
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
正
を
探
す
事
業
を
平
成
１９
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

大
正
百
年
を
切
っ
掛
け
に
、
日
本
大
正
村
が
あ
る
当
市
か
ら
、
全
国
に
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
か
ら
１
年
間
の
大
正
百
年
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
観
光
交
流
室
（
内
線
５
３
０
）

大
正
村
を
激
論
の
末
に
建
設

　

明
智
町
の
市
街
地
全
体
に
残
る

大
正
モ
ダ
ン
の
建
物
や
、
大
正
時

代
の
文
化
か
ら
日
常
生
活
ま
で
の

歴
史
資
料
を
、
街
全
体
で
展
示
し

て
い
る
の
が
日
本
大
正
村
。
こ
れ

は
、
全
国
で
も
唯
一
の
博
物
館
で

も
あ
り
ま
す
。　

　

昭
和
５０
年
代
、
急
速
な
過
疎
化

と
な
っ
て
い
た
明
智
町
。
そ
れ
に

追
い
討
ち
を
掛
け
る
よ
う
に
、
国

鉄
は
明
知
線
の
廃
線
の
方
針
を
示

し
ま
し
た
。

　

当
時
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ
な

い
か
と
い
う
危
機
感
の
中
、
文
芸

写
真
家
の
故
澤さ

わ

田だ

正ま
さ

春は
る

氏
か
ら
提

案
の
あ
っ
た
構
想
が
「
大
正
村
の

看
板
を
立
て
れ
ば
、
人
は
き
っ
と

集
ま
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

明
智
町
観
光
協
会
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
激
論
の
末
、
昭
和
５８
年
に

大
正
村
建
設
を
決
断
し
、
準
備
委

員
会
を
発
足
。
翌
年
に
は
、
旧
明

智
町
役
場
に
事
務
所
を
設
置
し

「
日
本
大
正
村
役
場
」
の
看
板
を

掲
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
澤
田
氏
の

構
想
ど
お
り
に
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

㊨大正ロマン館のロ
ビーにある大正時代
を説明したタペスト
リー「大正百年への
誘（いざな）い」。㊧大
正資料館の正面。奥
にある建物が、繭を
収納していた銀行の
繭蔵。現在は全館６
室を展示室として使
用。
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平
成
２３
年
は
大
正
百
年

モ
ダ
ン
な
時
代
を
偲
ぶ
１
年
に



あ

日
本
大
正
村
お
ひ
な
ま
つ
り

街
角
に
飾
ら
れ
る
段
飾
り
や
、
３
月
１９
日
㈯
か
ら

は
明
智
文
化
セ
ン
タ
ー
に
飾
ら
れ
る
１
５
０
０
体
の

土つ
ち

雛び
な

が
登
場

□
と
き　

２
月
１１
日
㈮
―
４
月
３
日
㈰

大
正
に
関
す
る
企
業
展

　

□
と
き
・
企
業　

▽
５
月
―
６
月
・
未
定　

　
　

▽
７
月
―
８
月
・
江
崎
グ
リ
コ
㈱

　
　
　
▽
９
月
―
１０
月
・
ホ
ー
ユ
ー
㈱

　
　
　
　
□
と
こ
ろ　

大
正
ロ
マ
ン
館

大
正
百
年
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

□
と
き　

１
月
１
日
㈯

　
　
大
正
百
年
の
幕
開
け
を
飾
り
、
明
智
町
千
畳
敷
公
園

　
　

か
ら
の
花
火
の
打
ち
上
げ
や
４０
㍍
級
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

　
　
　

シ
ョ
ン
、
越
年
マ
ラ
ソ
ン
（
本
紙
２２
㌻
参
照
）

日
本
大
正
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

□
と
き　

３
月
２０
日
㈰

き
・
も
・
の
ｉｎ
大
正
村

お
ひ
な
さ
ま
で
飾
ら
れ
た
日
本
大
正
村

を
和
服
で
散
策

□
と
き　

３
月
２７
日
㈰

サ
ク
ラ
の
記
念
植
樹

　

約
５
０
０
０
本
の
サ
ク
ラ
を
、
大
正
百
年

　
　

を
祝
し
て
市
内
全
域
に
植
樹

　
　
　

□
と
き　

３
月
下
旬

ち
ょ
っ
と
お
ん
さ
い
祭

□
と
き　

５
月
３
日
㈫
―
５
日
㈭

武
者
行
列
が
練
り
歩
く
「
光
秀
祭
り
」
は
３
日
、
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
」
は
５
日
に
開
催

大
正
浪
漫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉｎ
名
古
屋
大
会

１
０
０
歳
に
な
る
日
野
原
先
生
を
迎
え
開
催

□
と
き　

６
月
５
日
㈰

□
と
こ
ろ　

名
古
屋
市
国
際
会
議
場
白
鳥
ホ
ー
ル

□
講
師　

日
野
原
重
明
先
生
（
聖
路
加
国
際
病
院
名

誉
院
長
）

日
本
大
正
村
バ
ラ
祭

　

約
８
０
０
株
の
バ
ラ
が
園
内
に
咲
き

　

誇
り
ま
す

　
　

□
と
き　

５
月
下
旬
―
６
月
中
旬

　
　

　　
□
と
こ
ろ　

大
正
ロ
マ
ン
館

ぎ
お
ん
祭

　

□
と
き　

７
月
１５
日
㈮
―
１７
日
㈰

恵
那
納
涼
花
火
大
会

夜
空
と
湖
面
が
彩
ら
れ
る
恵
那
峡
の
花
火

□
と
き　

７
月
３０
日
㈯

明
智
町
納
涼
花
火
大
会

町
全
域
に
尺
球
の
ご
う
音
が
鳴
り
響
く

□
と
き　

８
月
１４
日
㈰

大
正
百
年
サ
ミ
ッ
ト
ｉｎ
日
本
大
正
村　

大
正
を
テ
ー
マ
に
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
が
一
堂
に
会
し
て
サ
ミ
ッ
ト
を
実
施

□
参
加
団
体　

大
正
筋
商
店
街
振
興
組
合
（
神
戸
市

長
田
区
）、
会
津
若
松
市
七
日
町
通
り
ま
ち
な
み
協
議

会
（
福
島
県
会
津
若
松
市
）、
与
野
銀
座
商
店
街
協
同
組

合
（
さ
い
た
ま
市
中
央
区
）、
日
本
大
正
村
な
ど

□
と
き　

１１
月
２０
日
㈰

□
と
こ
ろ　

明
智
か
え
で
ホ
ー
ル

日
本
大
正
村
か
え
で
ま
つ
り

大
正
時
代
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
の

大
正
文
化
祭
と
、
産
業
と
文
化
の
祭
典

□
と
き　

１１
月
５
日
㈯
―
６
日
㈰

□
と
こ
ろ　

大
正
ロ
マ
ン
館
・
明
智
か
え
で
ホ
ー

ル
・
明
智
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど

大
正
改
元
祝
賀
会

　

明
治
か
ら
大
正
に
改
元
さ
れ
た

　
　
１
９
１
２
年
７
月
３０
日
を
記
念

　
　

し
て
、記
念
式
典
や
ち
ょ
う
ち

　
　
　

ん
行
列
、夜
市
な
ど
を
実
施

　
　
　

□
と
き　

７
月
３１
日
㈰

　
　
　
　
□
と
こ
ろ　

明
智
か
え

　
　
　
　

で
ホ
ー
ル
・
明
智
文
化

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
な
ど

▲

竹
久
夢
二
「
ｍ
ａ
ｉ
」

▲尺球を打ち上げる明智の花火大会

▲日本大正村の
イメージキャラ
クターの「大正
ロマンちゃん」

▲

光
秀
ま
つ
り
で
の
司
葉
子
村
長
。
今
回
の
実
行
委
員
会
・
委
員
長

も
務
め
、
大
正
百
年
を
契
機
に
大
正
村
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る

▲

大
正
時
代
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
（
か
え
で
ま
つ
り
）

▲総決起大会のちょうちん行列

▼山本芳翠「灯を持つ乙女」（県美術館寄託）

日本大正村バラ祭のときの大正ロマン館▼

▲多くのランナーが駆け抜けるクロスカントリー

▲日野原重明先生

▲創業時（大正
１１年）から昭和
３年の江崎グリ
コのマーク

１月

１２月

１０月

２月

３月

４月

５月

８月

９月

６月

７月

１１月
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東
京
駅
「
赤
れ
ん
が
」
は
め
込
み
式

　

東
京
駅
の
改
修
に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

　

か
ら
譲
り
受
け
た
２
個
の
赤
れ
ん
が
を

　
　

明
智
駅
に
は
め
込
み
ま
す

　
　
　

□
と
き　

１１
月

山
本
芳
翠
・
水
墨
画
展

　

□
と
き　

１
月
２０
日
㈭
―
２
月
６
日
㈰

　
　

□
と
こ
ろ　

大
正
ロ
マ
ン
館

　
　
　
企
画
展
「
郷
土
の
画
家　

山
本
芳
翠
」

　
　
　
　
□
と
き　

１
月
２０
日
㈭
―
２
月
２７
日
㈰

　
　
　
　

□
と
こ
ろ　

中
山
道
広
重
美
術
館

日
本
大
正
村
お
月
見
の
会

約
６
０
０
個
の
あ
ん
ど
ん
が
大
正
ロ
マ
ン

館
周
辺
で
幻
想
的
な
明
か
り
を
と
も
し
ま
す

□
と
き　

９
月
２４
日
㈯

□
と
こ
ろ　

旧
三
宅
家
・
大
正
ロ
マ
ン
館

大
正
浪
漫
「
竹
久
夢
二
」
企
画
展

　

大
正
ロ
マ
ン
の
象
徴
と
も
い
え
る
画
家
・
竹た

け

久ひ
さ

夢ゆ
め

二じ

　

の
、
芸
術
と
恋
愛
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
と
同
時
に
、

　
　

こ
の
時
代
に
み
る
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
流

　
　
　

行
風
俗
、
文
化
生
活
を
多
角
的
に
紹
介
し
ま
す

　
　
　
　

□
と
き　

１０
月
２９
日
㈯
―
１２
月
４
日
㈰

　
　
　
　
　
□
と
こ
ろ　

大
正
ロ
マ
ン
館

記
念
イ
ベ
ン
ト

▼大正時代館に展示中の赤れんが



▲上矢作中学校の小木曽遥（はるか）さん
と田口彩（あや）さん

▲恵那北中学校の池戸映介（えいすけ）君
と池戸優茄（ゆうか）さん

▲串原中学校の大島茂（しげる）君と安藤
禎章（ていしょう）君

▲山岡中学校の佐々木美緒（みお）さんと
農見友梨（ゆり）さん

▲恵那西中学校の樹神優華（ゆうか）さん
と渡邉航平（こうへい）君

▲恵那東中学校の田中麻衣（まい）さんと
佐藤拓海（たくみ）君

▲岩邑中学校の川端駿介（しゅんすけ）君
と岡田樹也（みきや）君

▲明智中学校の橋本萌々江（ももえ）さん
と堀若菜（わかな）さん

市長へ各中学校の代表者が、まちづくりを提案▼

中学生が
まちづくり
　 を提案
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豊
か
な
自
然
が
魅
力
的

串
原
中　

串
原
は
、
奥
矢
作
湖
沿

い
の
千
本
の
サ
ク
ラ
な
ど
美
し
い

自
然
が
豊
富
。
し
か
し
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｒ
を
豊

田
市
と
す
る
た
め
に
も
、
豊
田
市

側
か
ら
の
交
通
手
段
も
改
善
し
て
。

市
長　

市
内
を
３０
分
で
行
け
る
構

想
を
持
っ
て
い
ま
す
。
全
市
を
挙

げ
て
国
や
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

上
矢
作
中　

上
矢
作
町
は
、
矢
作

川
、
天
然
記
念
物
の
福ふ

く

寿じ
ゅ

草そ
う

や
弁

慶
杉
が
あ
り
ま
す
。
世
代
別
の
観

光
マ
ッ
プ
を
作
っ
た
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
楽
し
み
方
を
見
つ
け

ら
れ
る
の
で
は
。

市
長　

い
い
提
案
で
す
。
マ
ッ
プ

の
外
国
語
版
は
あ
り
ま
す
が
、
世

代
別
と
い
う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
や
高
齢
者
で
見
る
と
こ
ろ

や
ア
ピ
ー
ル
す
る
点
も
違
う
の

で
、
ぜ
ひ
行
い
た
い
。

人
の
優
し
さ
に
気
づ
く

恵
那
西
中　

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、

私
た
ち
は
市
の
良
さ
を
知
ら
な
い

の
で
は
。
訪
れ
る
人
は
、
美
し
い

風
景
や
お
い
し
い
食
べ
物
、
そ
し

て
市
の
人
た
ち
の
ぬ
く
も
り
を
求

め
て
来
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
市
を
も
っ
と
知
る
た
め
、
１３

地
域
を
見
学
し
た
ら
表
彰
す
る
よ

う
な
企
画
を
増
や
し
て
は
。

市
長　

市
に
は
ど
ん
な
人
物
や
名

物
が
あ
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
と
共

有
し
た
い
。
ま
さ
に
市
民
が
市
全

体
を
知
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

恵
那
北
中　

介
護
施
設
が
充
実
し

て
、
病
院
や
診
療
所
が
利
用
し
や

す
い
場
所
に
あ
り
、
高
齢
者
が
暮

ら
し
や
す
い
で
す
。
中
野
方
町
は
、

「
お
き
も
り
」
と
い
う
無
料
の
移
送

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
ま
し
た
。
高
齢

者
だ
け
で
な
く
、
出
産
、
子
育
て

し
や
す
い
地
域
に
す
る
た
め
、
出

産
、
育
児
施
設
の
充
実
が
必
要
。

市
長　

時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、

恵
那
病
院
に
は
産
婦
人
科
を
設
置

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
子
ど
も
が
生

ま
れ
る
と
き
に
は
、実
現
し
た
い
。

市
長　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山
岡

は
、
道
の
駅
の
成
功
例
で
す
。
一

番
人
気
が
あ
る
の
は
農
産
物
で
、

訪
れ
る
人
は
、年
間
に
約
６０
万
人
。

こ
の
人
た
ち
を
市
内
の
各
地
域
へ

誘
導
し
た
い
。

数
多
い
歴
史
的
な
遺
産

岩
邑
中　

岩
村
町
に
は
、
岩
村
城

跡
と
い
う
立
派
な
城
跡
が
あ
り
、

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
し
か
し
雑

草
や
ご
み
も
あ
り
ま
す
。
清
掃
活

動
に
町
外
か
ら
も
参
加
し
て
も
ら

え
れ
ば
、
互
い
に
そ
の
地
域
の
学

習
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
岩
村
検

定
を
作
っ
て
、
歴
史
な
ど
の
問
題

を
出
題
。
正
解
者
に
は
、
認
定
証

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
は
。

市
長　

岩
村
だ
け
で
な
く
市
全
体

の
検
定
と
し
て
、
ぜ
ひ
や
っ
て
み

た
い
で
す
ね
。

明
智
中　

樹
齢
千
年
を
越
え
る
団

子
杉
、
明
知
城
跡
な
ど
歴
史
的
文

化
財
が
明
智
町
に
は
、
多
く
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
へ
行
き

や
す
い
地
図
、看
板
を
作
っ
て
は
。

文
化
財
へ
容
易
に
行
け
、
触
れ
合

え
る
と
、
た
く
さ
ん
の
人
が
見
に

来
て
く
れ
る
の
で
は
。

市
長　

ど
う
い
う
形
で
お
客
さ
ん

を
誘
導
す
る
か
は
看
板
で
す
。
皆

さ
ん
が
来
た
と
き
道
に
迷
わ
な
い

よ
う
に
し
っ
か
り
整
備
し
た
い
。

グ
ル
メ
が
い
っ
ぱ
い

恵
那
東
中　

五
平
餅
、朴ほ

お

葉ば

ず
し
、

栗
き
ん
と
ん
な
ど
、
恵
那
に
は
お

い
し
い
食
べ
物
が
多
い
で
す
。
五

平
餅
は
、幅
広
い
世
代
か
ら
人
気
。

さ
ら
に
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
や
寒
天
な

ど
は
、
地
域
の
特
産
物
と
し
て
売

り
出
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
Ｂ
級

グ
ル
メ
大
会
を
開
き
、
最
優
秀
の

も
の
を
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
全
国
大
会

に
出
品
し
て
、
全
国
の
人
に
知
っ

て
も
ら
っ
て
は
。

市
長　

食
べ
物
と
同
時
に
、
も
て

な
し
の
心
が
あ
る
と
、
さ
ら
に
い

い
で
す
ね
。

山
岡
中　

山
岡
町
は
、
農
業
が
盛

ん
で
新
鮮
で
上
質
な
農
作
物
が
採

れ
ま
す
。
そ
し
て
多
く
は
町
内
で

消
費
さ
れ
ま
す
。
採
れ
た
農
作
物

は
、
給
食
の
材
料
や
道
の
駅
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
市
・
山
岡
で
販
売
さ
れ

人
気
。
こ
れ
か
ら
は
若
い
人
に
も

農
業
教
室
な
ど
で
、
農
業
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
。

　

１０
月
２５
日
に
恵
那
北
中
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
会
場
と

し
て
「
中
学
生
、
市
長
と
語
る
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

６
回
目
と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
さ
ら
に
自
慢
で
き
る
恵

那
に
す
る
に
は
」。
市
内
８
中
学
校
の
生
徒
代
表
１６
人
と
、

市
長
、
市
議
会
議
長
、
教
育
長
、
開
催
校
の
恵
那
北
中
学
校

長
、
総
合
計
画
審
議
会
の
会
長
、
司
会
の
市
役
所
企
画
課
長

の
２２
人
が
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
的
遺
産
、
人
の
優
し

さ
や
多
く
の
お
い
し
い
食
べ
物
な
ど
市
の
自
慢
を
紹
介
。
さ

ら
に
、
こ
れ
ら
を
磨
き
上
げ
る
方
法
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
交
流
人
口
４
０
０
万
人
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で

の
「
語
る
会
」
で
出
さ
れ
た
提
案
も
含
め
て
、
市
の
施
策
の

参
考
意
見
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
（
内
線
３
１
３
）

中学生、市長と語る会

▲生徒たちの提案に、それぞれの立場から意見を述べる（左から市議会議長の伊東靖英氏、教
育長の西尾教行氏、恵那北中学校校長の田島英明氏、市総合計画審議会会長の有本信昭氏）

▲さらに自慢できる市にす
るため、まちづくりについ
て中学生と語る可知市長

さらに自慢できる市へ
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０
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　第
　
回
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

秋
季
大
会

　

１１
月
２１
日
に
、
槙
ケ
根
体
育
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
第
１５
回
市
イ

ン
デ
ィ
ア
カ
秋
季
大
会
の
結
果
は

次
の
通
り
で
す
。

●
混
合
の
部
優
勝　

ミ
ル
キ
ー
ズ

●
女
子
の
部
優
勝　

ミ
ル
キ
ー
ズ

第
　
回
市
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ

ス
大
会

　

１１
月
２１
日
に
、
ま
き
が
ね
公
園

体
育
館
で
行

わ
れ
た
第
３２

回
市
ス
ポ
ン

ジ
テ
ニ
ス
大

会
の
結
果
は

次
の
通
り
で
す
。

●
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
混
合
の
部
優
勝　

伊
藤
勝
（
中
野
方
町
）
小
栗
晴
子

（
大
井
町
）
組

●
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
混
合
の
部
優
勝　

青
山
昌
生
（
長
島
町
）
山
内
奈
美

（
長
島
町
）
組

●
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
混
合
の
部
優
勝　

佐
々
木
康
介
（
三
郷
町
）
町
野
香

津
子
（
三
郷
町
）
組

●
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
混
合
の
部
優
勝　

佐
々
木
大
輔
（
三
郷
町
）
池
戸
里

奈
（
三
郷
町
）
組

え
な
イ
ー
ス
ト
総
合
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ

【
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室
】

□
と
き　

１
月
９
日
㈰
午
前
９
時

―
午
後
１２
時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

□
講
師　

県
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ク
ラ
ブ

の
会
員

□
対
象　

小
中
学
生
（
初
心
者
は

不
可
）

□
定
員　

４０
人

□
料
金　

▽
会
員
＝
１
０
０
０
円

▽
非
会
員
＝
１
２
０
０
円
（
滑
走

料
と
貸
し
靴
、
保
険
料
を
含
む
）

※
ス
ケ
ー
ト
靴
を
持
参
の
場
合
は

５
０
０
円
引
き

□
持
ち
物　

手
袋
、
着
替
え
、
飲

み
物

□
締
め
切
り　

１
月
６
日
㈭
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

【
新
春
大
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

□
と
き　

１
月
１４
日
㈮
午
後
７
時

―
９
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
峡
ボ
ー
リ
ン
グ

□
対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

□
定
員　

▽
親
子
の
部
＝
８
組

（
親
子
１
人
ず
つ
。
子
ど
も
は
小

学
１
年
―
３
年
生
）

▽
夫
婦
の
部
＝
４
組
（
夫
婦
以
外

の
男
女
ペ
ア
で
も
可
能
）　

▽
一

般
男
子
の
部
＝
１２
人
（
中
学
生
以

上
）　

▽
一
般
女
子
の
部
＝
８
人

（
中
学
生
以
上
）　

▽
小
学
生
の
部

＝
８
人
（
小
学
４
年
―
６
年
生
）

□
料
金　

▽
親
子
の
部
・
夫
婦

の
部
＝
１
５
０
０
円
（
会
員
）、

１
８
０
０
円
（
非
会
員
）　

▽
一

般
男
子
の
部
・
一
般
女
子
の
部
・

小
学
生
の
部
＝
１
２
０
０
円
（
会

員
）、
１
５
０
０
円
（
非
会
員
）

※
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
シ
ュ
ー
ズ
を
持

参
の
場
合
は
３
０
０
円
引
き

□
締
め
切
り　

１
月
１１
日
㈫
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

【
共
通
】

　
　
　
　

え
な
イ
ー
ス
ト
総
合
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
志
思
２
５

―
０
０
６
８
（
１２
月
２８
日
㈫
―
１

月
４
日
㈫
は
休
み
）

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

□
と
き　

２
月
２６
日
㈯

□
と
こ
ろ　

モ
ン
デ
ウ
ス
飛
騨
位

山
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
（
観
光
バ
ス
で

現
地
ま
で
送
迎
し
ま
す
）

□
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
で

小
学
生
以
上
の
方
（
小
学
３
年
生

以
下
は
、
保
護
者
同
伴
）

□
内
容　

初
級
、
中
級
、
上
級
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
て
行
い
ま
す
。

□
定
員　

▽
ス
キ
ー
教
室
＝
８０
人

▽
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
＝
２０
人

□
料
金　

▽
小
学
生
＝
３
０
０
０

円　

▽
中
学
生
以
上
＝
６
０
０
０

円　

▽
付
き
添
い
の
方
＝
１
０
０

０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

□
持
ち
物　

用
具
一
式
（
レ
ン
タ

ル
も
あ
り
ま
す
）、
昼
食

□
受
付
開
始
日　

１
月
１２
日
㈬
午

前
９
時
（
先
着
順
）

※
２
月
１３
日
㈰
ま
で
に
料
金
を

払
っ
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　

市
体
育
連
盟
志
２
５
―

６
４
７
８
（
月
曜
日
休
館
）

申問　：問い合わせ　　：申し込み

健康体力センター講習会（１月）△

とき＝７日㈮・１９日㈬午後７時、
１３日㈭・２７日㈭午前１０時（託児付）　△

ところ＝まきがね公園体育館健康体
力センター　

△

受講料＝５２０円　

△

持
ち物＝屋内用シューズ、運動着、筆記
用具　

△

受講資格＝高校生以上（要予
約・時間厳守）　

託児付きトレーニング DAY（１月）△

とき＝１３日㈭、２７日㈭午前１０時～正
午（要予約）　

△

ところ＝まきがね公
園体育館健康体力センター

プチ講習（１月）△

とき＝７日㈮（ストレッチ体操）、１４
日㈮（バランスボール）、２１日㈮（ストレッ
チ・ポール）、２８日㈮（簡単筋トレ）午
前１０時～１０時半　

△

ところ＝まきがね

公園体育館

社会体育施設の貸し出し（２・３月）△

とき＝１月２０日㈭（２月分）、２月
２２日㈫（３月分）午後７時　

△

とこ
ろ＝まきがね公園体育館
　　　　まきがね公園体育館（市体育
連盟）志２５-６４７８（月曜日休館）

郷
土
の
資
料
を
集
め
て
い

ま
す

　

市
中
央
図
書
館
で
は
、
皆
さ
ん

の
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

市
や
県
内
の
記
載
が
あ
る
資
料

や
、
市
内
に
住
む
方
が
出
版
し
た

書
籍
な
ど
を
郷
土
資
料
と
し
て
、

幅
広
く
収
集
し
、
整
理
や
保
存
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
、
皆
さ
ん
に
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
集

め
て
い
る
資
料
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。  

・
地
域
の
歴
史
や
地
理
、
伝
統
文

化
や
産
業
な
ど
、
市
に
つ
い
て
書

か
れ
た
も
の

・
市
出
身
の
方
か
、
市
内
に
住
む

方
が
出
版
さ
れ
た
も
の

・
市
内
の
グ
ル
ー
プ
や
機
関
が
作

成
し
た
調
査
資
料
や
、
同
人
誌
な

ど・
市
内
企
業
の
社
史
や
社
内
報
、

研
究
報
告
書
な
ど

・
恵
那
に
関
係
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
絵
葉
書
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど　

図書館からお正月にお薦めの本
●児童書

十二支のはじまり 日本の民話えほん（岩崎京子
／文）
あけましておめでとう ピーマン村の絵本たち

（中川ひろたか／文）
おもちのきもち 講談社の創作絵本（かがくいひ
ろし／作・絵）
おせちのおしょうがつ ワンダーおはなし絵本

（ねぎしれいこ／作）
ひとめあがり 落語絵本（川端誠／作）
１４ひきのもちつき（いわむらかずお／さく）
●平成２３年の干支　卯

う

かわいいうさぎ 品種カタログ＆飼い方（斉藤久
美子／監修）
楽しく暮らせるかわいいウサギの飼い方（畑孝
／監修）
片耳うさぎ（大崎梢／著）
●おせち料理

おせち基本帳 伝統の味から簡単おもてなし料理
まで（爲後喜光／著）
小さなお重のおせちと、お正月のつまみ。（田中
優子／著）
●季節の和小物

季節のおもちゃ箱ちりめん飾り（くら田たまえ／著）
手作りお守り袋としあわせ小物  素敵に布あそび（高
橋よう子／著）
●七草粥

春の七草 ものと人間の文化史（有岡利幸／著）

　１４歳から１９歳までの選手が出場す

る、ＪＯＣジュニアオリンピックカッ

プの第３４回全日本ジュニアスピード

スケート選手権大会兼２０１１世界ジュ

ニアスピードスケート選手権大会代表

選手選考競技会が開催されます。

　この大会は、ぎふ清流国体のスピー

ドスケート競技のリハーサル大会に位

置づけられています。

　皆さん、未来のオリンピック選手を

間近で見てみませんか。

□とき　１月１２日㈬～１４日㈮
□ところ　恵那スケート場

　　恵那スケート場志２８-３３９０

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
第３４回全日本ジュニアスピードスケート選手権大会兼２０１１世界ジュニ
アスピードスケート選手権大会代表選手選考競技会

大会日程

とき 時間 内容 種目

１２日㈬

午前７時～８時半
競技終了後１時

公式練習

午前９時 競技開始

①ＡＲ男子５００m
②ＡＲ女子５００m
③ＡＲ男子３,０００m
④ＳＰ女子５００m
⑤ＳＰ女子１，０００m

１３日㈭

午前７時～８時半
競技終了後１時間

公式練習

午前９時 競技開始

①ＡＲ女子１，５００m
②ＡＲ男子１，５００m
③ＡＲ女子１，０００m
④ＳＰ女子５００m
⑤ＳＰ男子５００m
⑥ＳＰ女子１，０００m
⑦ＳＰ男子１，０００m

１４日㈮

午前７時～８時半 公式練習

午前９時 競技開始

①ＡＲ女子３,０００m
②ＳＰ男子５００m
③ＡＲ男子５,０００m
④ＳＰ男子１,０００m
⑤女子チームパシュート
（６周）
⑥男子チームパシュート
（８周）

※ＡＲは４つの距離の総合得点で順位を競う総合競技部門

　ＳＰは５００㍍と１，０００㍍の総合得点で順位を競うスプリント競技部門

恵那スケート場で

１月１
２日

㈬～１
４日

㈮開催

問申 ・

募
　
　
集

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

成
　
　
績

１５

▲昨年のスノーボード教室

●１月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ １０１１１２１３１４１５
１６１７１８１９２０２１２２
２３２４２５２６２７２８２９
３０３１
※４日㈫、２７日㈭は図書
整理、１１日㈫、１２日㈬は
祝日振り替えのため休館

３２

申
・
問

申
・
問

問

▲前回の新春大ボウリング大会



月 

刊  

　
　
　

ニ 

ュ 

ー 

ス

環
境
課
　

℡
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
１
８
３
）

明智かえでホール１月の催し
とき 催し物 会場 時間 入場料 主催（連絡先）

１５日

ピアノ無料開放 練習室 ９:００～１７:００ 無料 明智かえでホール

※月 1回かえでホールのピアノを無料開放します。受け付けは当日、先着順で 1人当たり 1時間程度、

対象は小・中・高校生です

【かえでホール１月の休館日】1 日・２日・３日・４日・１０日・１７日・２４日・３１日

明智かえでホール　志５４-３９９１
文化課　志４３-２１１２（内線３１２）

恵那文化センター　志２５-５１２１
http://bcenter.city.ena.gifu.jp恵那文化センター１月の催し

とき 催し物 会場 時間 入場料 主催（連絡先）

７日～
９日

第２７回祝賀成人式色紙展
展示室
ロビー

 ９：００～１７：００
 （９日は１６：００まで）

無料
文化振興会
美術工芸部（西尾）
志２５-４９５９

８日
「祝大正１００年」
平成２３年市消防出初式 式典

大ホール  ８：００～１０：００ 無料
消防本部消防課
志２６-０１１９（内線２５１）

９日
「祝大正１００年」
平成２３年市成人式

大ホール  1３：３０～ 無料
社会教育課
志４３-２１１２（内線３４１）

２１日～
２３日

第３７回市学生書道展
第１９回指導者展

集会室
９：００～１７：００

（２１日は１３：００から、
２３日は１５：００まで）

無料
教育書道連盟（纐纈美
作）志２２-３１４６

３０日
市民のための認知症予防　
シンポジウム

大ホール  1３：００～１６：００ 無料
高齢福祉課
志２６-２１１１（内線１２７）

平成２４年１月４日から２月５日に文化センターの大ホール、集会室、展示室の使用を希望される方は、
１月４日午前９時から抽選を行います。詳細は文化センターへ問い合わせください。
【文化センター１月の休館日】1 日・２日・３日・１１日・１２日・１７日・２４日・３１日

　　

◎催しの予定は変更になる場合があります。詳細は主催者へお尋ねください。
◎駐車場には限りがあります。来館の際は、車の乗り合わせや公共交通機関を利用ください。

東
野
ふ
る
さ
と
作
品
展

　

東
野
の
児
童
、
生
徒
に
よ
る
書

初
め
を
展
示
し
ま
す
。
東
野
に
ち

な
ん
だ
題
材
を
書
い
た
力
作
が
そ

ろ
い
ま
す
。ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１
月
１３
日
㈭
―
２６
日
㈬

午
前
９
時
―
午
後
５
時
（
２６
日
は

正
午
ま
で
）

□
と
こ
ろ　

東
野
公
民
館
ロ
ビ
ー

　
　

東
野
公
民
館
志
２
６
―
２
５

５
５

ひ
な
人
形
づ
く
り

　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
お
ひ
な
様
づ
く
り
特
別
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の

で
初
心
者
の
方
で
も
簡
単
に
で
き

ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１
月
２３
日
㈰　

▽
午
前

の
部
＝
午
前
１０
時
―
正
午　

▽
午

後
の
部
＝
午
後
１
時
半
―
３
時
半

□
と
こ
ろ　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

タ
ー

□
定
員　

各
１５
人

□
料
金　

１
１
０
０
円

□
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

□
作
品
の
引
渡
し　

２
月
下
旬

□
締
め
切
り　

１
月
２０
日
㈭
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
　
　
　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

タ
ー
志
５
６
―
４
５
６
７

中
公
民
館
の
新
春
作
品
展

　

中
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
展

示
し
、
日
々
の
活
動
を
紹
介
し
ま

す
。
ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
各
サ
ー
ク
ル
で
は
、
一
緒

に
活
動
す
る
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

□
と
き　

１
月
２１
日
㈮
―
２３
日
㈰

午
前
１０
時
―
午
後
４
時
（
２３
日
は

午
後
３
時
ま
で
）

□
と
こ
ろ　

市
民
会
館

□
展
示
作
品　

絵
画
、
書
道
、
生

け
花
、
七し

っ

宝ぽ
う

焼
き
、
手
芸
、
写
真

な
ど

　
　

中
公
民
館
志
２
６
―
１
８
０

８

申問　：問い合わせ　　：申し込み

年
末
年
始
の
ご
み
処
理

●
ご
み
の
収
集

　

年
末
の
１２
月
３０
日
㈭
ま
で
は
、

通
常
通
り
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま

す
。
年
始
は
、１
月
４
日
㈫
の
火
・

金
コ
ー
ス
か
ら
収
集
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
も
通
常
通
り
、
午
前

８
時
半
ま
で
に
指
定
の
場
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
ご
み
の
受
け
入
れ

　

年
末
の
ご
み
処
理
施
設
へ
の
直

接
搬
入
は
、
１２
月
３０
日
㈭
の
正
午

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

年
末
の
ご
み
処
理
施
設
は
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
す
と
き
と
同
じ
よ
う
に
分

別
し
、
市
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
袋
に
入
れ
て

な
い
場
合
は
、
１
０
０
㌔
ご
と
に

２
５
２
円
の
手
数
料
が
掛
か
り
ま

す
。
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
持
ち

込
み
の
手
数
料
は
、
１
０
０
㌔
ご

と
に
５
０
０
円
で
す
。

　

テ
レ
ビ
や
エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
は
、
手
続
き
に
大
変
時
間

が
掛
か
り
ま
す
の
で
、
年
末
の
搬

入
は
避
け
て
い
た
き
、
市
の
許
可

業
者
か
、
家
電
製
品
販
売
店
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
（
家
電
４
品
目

の
処
理
手
続
き
方
法
は
、
ご
み
百

科
事
典
１７
㌻
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
）。

七
日
市
で
収
集
日
を
変
更

　

１
月
７
日
㈮
は
、
恒
例
の
七
日

市
が
開
か
れ
ま
す
。
交
通
規
制
が

さ
れ
る
地
域
（
大
井
町
の
一
部
）

は
、
ご
み
の
収
集
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
翌
８
日
㈯
に
収
集
を
行
い

ま
す
。

太
陽
光
発
電
設
置
補
助
金

本
年
度
の
受
け
付
け
終
了

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
金
は
、
本
年
度
の
申
請

件
数
が
８２
件
と
な
り
、
申
請
金
額

が
予
算
に
達
し
ま
し
た
の
で
、
本

年
度
の
受
け
付
け
は
終
了
し
ま
し

た
。

環
境
審
議
会
委
員
を
募
集

　

平
成
１８
年
度
に
策
定
し
た
市
環

境
基
本
計
画
の
見
直
し
に
伴
い
、

環
境
審
議
会
委
員
を
市
内
在
住
の

方
か
ら
募
集
し
ま
す
。

□
定
員　

２
人

□
締
め
切
り　

１
月
１１
日
㈫

　
　
　
　

環
境
課（
内
線
１
８
３
）

町名 地区 収集日

大井町

１・１４区
（正家後田含む）

５日

２・４区 ６日
３・１３区 １１日
５・６区 １２日
７・８区 １３日
９・１０区 １４日
１１・１２区 １４日

長島町

中野（永田川東） １７日
中野（永田川西） １８日
正家（後田を除く） １９日
大洞地区 ２０日
永田 ２０日
久須見 ２１日

武並町
藤 ２１日
竹折 ２４日

東野 全域 ２５日

三郷町
野井 ２６日
佐々良木・椋実 ２６日

笠置町 全域 ２７日
中野方町 全域 ２８日
飯地町 全域 ３１日

【１月の食用廃油（使用済みてんぷら
油）の回収】
□とき　１月８日㈯～１０日㈪

□注意　収集するもの

は食用廃油に限りま

す。廃油を入れた

ペットボトルなど

の容器は、

必ず持ち

帰ってく

ださい。

町名 地区 収集日

岩村町

新市場、日の出、日の出三、殿町 ５日
西町、新町、朝日町、石畑、大根洞、
一色、緑ケ丘

５日

本町、柳町、新道、江戸町 ６日
領家、山上、大通寺、１～３区、上平、
さつきケ丘、八本木住宅、菅沼

７日

４～８区、旭ケ丘、百合ケ丘、下本郷 １１日

山岡町

原、田代 １２日
上手向 １３日
下手向、釜屋 １４日
山田 １７日
田沢、久保原 １７日

明智町

市場町、宮町、本町、常盤町 １８日
東山町、雇用促進住宅、友愛 １９日
新井町、駅前町、滝坂住宅 １９日
新町、徳間町、向町、東町 ２０日
上・下柏尾、岩竹、安主、土助、才坂、上・
下田良子、大栗、上田、阿妻

２１日

的場町、片平町、峰山、中切、高波、
馬木、小杉、落倉

２４日

門野、杉平、杉平２区、野志、大舟、
小泉、吉良見

２５日

藤内、颪、馬坂 ２６日

串原
中沢 ２４日
全域（中沢を除く） ２６日

上矢作町

大馬渡 ２４日
小笹原、島、達原、横道、飯田洞 ２７日
本郷、木の実 ２８日
漆原（大馬渡を除く）、下、小田子 ３１日

【１月の日曜リサイクル広場】

□とき　１月１６日㈰午前９時～１１時（雨天中止）

□ところ　恵那総合庁舎駐車場

□回収品目　紙類、古着、飲料缶、瓶類、ペットボトル、プ

ラスチック類、発泡トレー、食用廃油、バッテリー

１月の不燃・資源ごみ収集日【１月は廃蛍光管も収集】

問

問

申
・
問

申
・
問

▲昨年のひな人形づくり教室

文
　

化
　

の
　

窓

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
　

℡
２
５
―
５
１
２
１

2011.1.111 広報えな 10



子
　

育
　

て
　

の
　

ひ
　

ろ
　

ば

あなたの不安を安心に変える『地域包括支援センター』です。

こ
ん
に
ち
は
！

地
域
包
括
で
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
２
６
—
２
１
１
１
（
内
線
１
２
６
）

『みんなで育もう  きらきら恵那の宝』　市ホームページでは、「市政の案内」の「各種計画・指針」の「健や
かで若さあふれる元気なまち（健康・福祉）」の中で、「恵那市次世代育成支援行動計画」を公開しています。

▲けん玉やでんでん太鼓などの木のおもちゃ

2011.1.113 広報えな 12

お
も
ち
ゃ
の
話

　

赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
お
も
ち
ゃ

と
は
何
か
。
赤
ち
ゃ
ん
の
月
齢
に

合
っ
た
お
も
ち
ゃ
に
つ
い
て
、
お

も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
丹
羽

さ
ん
の
話
を
聞
き
ま
せ
ん
か
。
そ

の
後
、
丹
羽
さ
ん
の
木
と
布
の
お

も
ち
ゃ
で
遊
び
ま
す
。

□
と
き　

１
月
１８
日
㈫
午
前
１０
時

―
１１
時
半

□
と
こ
ろ　

こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ

□
講
師　

丹
羽
悦
代
さ
ん
（
お
も

ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

□
対
象　

０
―
３
歳
の
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者
（
市
内
在
住
、
在

勤
）

□
定
員　

１５
組

□
託
児　

１２
人

□
受
付
期
間　

１
月
４
日
㈫
―
１４

日
㈮

　
　
　
　

こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
志

２
５
―
１
１
５
５

こ
ぎ
つ
ね
の
森
の
催
し

【
子
育
て
講
演
会
】 

　

子
育
て
の
悩
み
を
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
に
、
地
域
の
お
母
さ
ん
と

つ
な
が
り
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。　

□
と
き　

１
月
２０
日
㈭
午
前
１０
時

半
―
１１
時
半

□
と
こ
ろ　

岩
村
公
民
館

□
対
象　

妊
産
婦
の
方
、
子
育
て

中
の
方

□
定
員　

３０
人

□
料
金　

無
料

□
講
師　

石
田
公
一
さ
ん
（
県
立

白
鳩
学
園
長
）

※
無
料
の
託
児
が
あ
り
ま
す
。
申

し
込
み
時
に
相
談
く
だ
さ
い

【
餅
つ
き
大
会
】 

　

み
ん
な
で
、
つ
き
た
て
の
餅
を

い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

□
と
き　

１
月
２１
日
㈮
午
前
１０
時

半
―
１１
時
半

□
と
こ
ろ　

こ
ぎ
つ
ね
の
森

□
対
象　

未
就
園
児
の
親
子

□
定
員　

１５
組

□
料
金　

１
０
０
円
／
家
族

□
持
ち
物　

飲
み
物

【
骨
盤
矯
正
】 

　

骨
盤
を
意
識
し
た
簡
単
な
体
操

で
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
し
ょ
う
。

□
と
き　

１
月
３１
日
㈪
午
前
１０
時

半
―
１１
時
半

□
と
こ
ろ　

こ
ぎ
つ
ね
の
森

□
対
象　

未
就
園
児
の
保
護
者

□
定
員　

６
人

□
料
金　

６
０
０
円

□
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル

※
無
料
の
託
児
が
あ
り
ま
す
。
申

し
込
み
時
に
相
談
く
だ
さ

い
。
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
く
だ

さ
い

【
共
通
】

□
そ
の
他　

い
ず
れ
も
予
約
の

上
、
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

子
育
て
支
援
こ
ぎ
つ
ね

く
ん
志
３
２
―
１
１
２
１
（
月
・

水
・
金
曜
日
、
午
前
９
時
半
―
午

後
３
時
半
）

親
子
で
学
ぶ
性
教
育
　

　

子
ど
も
向
け
に
は
、
自
分
の
心

と
体
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
こ

と
、
大
人
向
け
に
は
、
こ
れ
か
ら

成
長
し
て
い
く
子
ど
も
の
心
と
体

の
変
化
に
つ
い
て
、
学
び
ま
す
。

□
と
き　

２
月
５
日
㈯
午
前
１０
時

―
正
午

□
と
こ
ろ　

市
共
同
福
祉
会
館

□
対
象　

小
学
１
年
―
２
年
生
の

親
子
か
、
保
護
者
の
方

□
定
員　

３０
組
（
先
着
順
）

□
演
題　

▽
子
ど
も
向
け
＝
わ
く

わ
く
か
ら
だ
＆
こ
こ
ろ
た
ん
け
ん

▽
大
人
向
け
＝
も
っ
と
知
ろ
う
、

子
ど
も
の
心
と
か
ら
だ

□
講
師　

県
「
人
間
と
性
」
教
育

研
究
協
議
会
の
方

□
料
金　

無
料

□
申
し
込
み
方
法　

電
話
か
電
子

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
受
付
期
間　

１
月
８
日
㈯
―
３１

日
㈪

※
無
料
の
託
児
が
あ
り
ま
す
。
申

し
込
み
時
に
相
談
く
だ
さ
い

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ん
な
で

子
育
て
ド
ロ
ッ
プ
ス
（
牧
野
）
志

０
９
０
―
６
５
８
５
―
５
９
９
７

死jju
o
u
jjm

ak
i@

y
ah

oo
.co

.jp

認
知
症
予
防
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
地
域
の
輪

を
広
げ
、
共
に
い
つ
ま
で
も
元
気

に
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
。
こ
れ
を

目
指
す
た
め
に
、
市
民
の
た
め
の

認
知
症
予
防
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
い
き
い
き
人
生
川

柳
の
最
終
選
考
を
来
場
者
の
投
票

で
行
い
、
最
優
秀
賞
の
発
表
と
表

彰
も
行
い
ま
す
。

□
と
き　

１
月
３０
日
㈰
午
後
１
時

―
４
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金　

無
料

□
講
演
会　

▽
演
題
＝
み
ん
な
で

取
り
組
む
認
知
症
予
防　

▽
講
師

＝
遠
藤
英
俊
氏
（
国
立
長
寿
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
内
科
総
合
診
療
部

長
）

□
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
テ
ー
マ
＝
地
域
で
の
認
知
症
予

防
活
動　

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

＝
大
島
紀き

玖く

夫お

氏
（
国
保
上
矢
作

病
院
名
誉
院
）

認
知
症
介
護
者
の
集
い

　

歯
科
衛
生
士
を
招
き
口
の
健
康

に
つ
い
て
の
勉
強
会
も
行
い
ま

す
。
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
福
祉
あ

ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１
月
２１
日
㈮
午
後
１
時

半
―
３
時
半

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟

回
想
法
リ
ー
ダ
ー
基
礎
研

修
を
開
催
し
ま
し
た

　

１２
月
５
日
に
、
介
護
予
防
や
認

知
症
予
防
、
地
域
で
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
取
り
組
み
を
支
援
す

る
た
め
、
回
想
法
リ
ー
ダ
ー
基
礎

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
参
加
い
た
だ
い
た
約

４０
人
が
、
１
対
１
の
回
想
法
や
６

人
グ
ル
ー
プ
で
の
回
想
法
な
ど
を

実
践
。そ
の
手
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

同
研
修
は
、
２
月
６
日
㈰
に
山

岡
振
興
事
務
所
、
２
月
１３
日
㈰
に

上
矢
作
公
民
館
で
も
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

やまびこ子育て支援センターこども元気プラザ志２５-１１５５

内容・対象 と　き

お正月の遊び（０歳～未就園児） １２日㈬

うんどう遊び（０歳～未就園児） １９日㈬

遊戯室開放（０歳～未就園児） ２６日㈬

岩村子育て支援センター岩村保育園内志４３-２２０９

内容・対象 と　き

読み聞かせ・ふれあい遊び（０～３歳児） １３日㈭

人形劇むすび座（０～３歳児）　 ２０日㈭

節分遊び・子育てヒント（０～３歳児） ２７日㈭

吉田子育て支援センター吉田保育園内志５４-４５４５

内容・対象 と　き

絵本を借りよう（０～２歳児） １１日㈫

お正月の遊び（０～２歳児） １８日㈫

おもちゃ作り・弁当（０歳児） ２１日㈮

風船遊び ･弁当（０～２歳児） ２５日㈫

おもちゃ作り ･弁当（１歳児） ２８日㈮
明智子育て支援センター明智保育園内志５４-２０３０

内容・対象 と　き

絵本を借りよう（０～２歳児） １３日㈭

お正月の遊び ･弁当（０歳児） １７日㈪

お正月の遊び（０～２歳児） ２０日㈭

お正月の遊び（１歳児） ２４日㈪

風船遊び（０～２歳児） ２７日㈭

園児と遊ぼう（２歳児） ３１日㈪

上矢作子育て支援センター上矢作保育園内志４８-３１１１

内容・対象 と　き

おもちゃ作り･子育てヒント（０～２歳児） １１日㈫

ふれあい遊び（２歳児） １４日㈮

ふれあい遊び（０～２歳児） １８日㈫

年中児と交流 ･弁当（０～２歳児） ２５日㈫

ふれあい遊び（０～１歳児） ２８日㈮

山岡子育て支援センター山岡保育園内志５６-２２５５

内容・対象 と　き

５才児さんと遊ぶ・ご飯茶碗作り
（２歳児）

１４日㈮

お正月の遊び（１歳児） １７日㈪

お正月の遊び・鬼の面作り（０歳児） １９日㈬

音楽あそび乳幼児合同（０～２歳児） ２１日㈮

鬼の面作り・節分の準備（１歳児） ２４日㈪

鬼の面作り・節分の準備（２歳児） ２８日㈮

武並子育て支援センターこども元気プラザ志２５-１１５５

内容・対象 と　き

お正月遊び（０歳～未就園児） １１日㈫

フォトフレーム作り（０歳～未就園児） １８日㈫

開放日・誕生会（０歳～未就園児） ２５日㈫

地域子育て支援センター１月の予定

種　別 と　き 時　間 対　象 備　考

開放日
毎週月曜日 午前９時～正午 ０～未就園児

毎週土曜日、４日㈫～１１日㈫ 午前９時～午後６時 ０～未就園児

いろいろ広場 ２５日㈫ 午前１０時半～１１時 ０～未就園児

おはなし広場 １２日㈬、１９日㈬、２６日㈬ 午前１０時半～１１時 ０～未就園児

にこにこ広場 毎週木、金曜日 午前１０時１５分～１１時 ０～未就園児 １４日㈮、２８日㈮を除く
おしゃべり会 １４日㈮ 午前１０時～１１時半 ０～未就園児

育児講座 ２８日㈮ 午前１０時～１１時 ０～未就園児 申し込み開始１月４日㈫
栢こども元気プラザ　午前９時～午後６時まで（月曜日は正午まで、日・祝日は休館）

こども元気プラザ「にこにこ広場」（ TEL ２５-１１５５ ）１月の予定

申
・
問

申
・
問

申
・
問

▲互いに思い出話をする



１ 月 分

問

問

種　　別 と　き 受付時間・実施場所 対　　　象

母子健康手帳の交付 各保健センターで随時交付します。事前にご連絡ください。

３カ月児健診 １９日㈬
午後１時１５分～１時半

岩村保健センター
平成２２年９月生まれ

７カ月児教室 ７日㈮
午前９時～９時１５分

岩村保健センター
平成２２年５月生まれ

１歳児教室 ２８日㈮
午前９時１５分～９時半

明智保健センター
平成２１年１１・１２月生まれ

１歳６カ月児健診 １２日㈬
午後１時～１時１５分

明智保健センター
平成２１年６月生まれ

２歳児教室 ２６日㈬
午前９時～９時２０分

岩村保健センター
平成２０年１１・１２月生まれ

３歳児健診 １７日㈪
午後１時～１時１５分

明智保健センター
平成１９年１２月生まれ

乳幼児なんでも相談

午前９時～１１時

１１日㈫…山岡保健センター
１２日㈬…串原振興事務所
１４日㈮…明智保健センター
１４日㈮…かみやはぎ総合保健福祉センター
２７日㈭…岩村保健センター

乳幼児

ＢＣＧ予防接種 １９日㈬
午後２時１５分～２時半

岩村保健センター

平成２２年９月生まれ

６カ月未満でまだ接種していない乳児

三種混合予防接種

午後１時半～２時

１３日㈭…かみやはぎ総合保健福祉センター
２０日㈭…山岡保健センター
２４日㈪…明智保健センター

１期初回＝平成２２年２月～７月生まれ
１期追加＝平成２１年２月～７月生まれで１
期初回完了後、１２～１８カ月の間の幼児

歯みがき教室

午前９時～１１時

２０日㈭…岩村保健センター
２５日㈫…山岡保健センター

１歳６カ月・３歳児健診を受けた幼児

種　　別 と　き 受付時間 対　　　象

母子健康手帳の交付 毎週水曜日
午前９時、９時半、１０時、

１０時半
妊娠届出書または妊娠証明書持参

たまご学級第３課 １４日㈮ 午後１時 平成２３年５・６月出産予定

たまご学級第４課 ２７日㈭ 午後１時 平成２３年３・４月出産予定

３カ月児健診 １１日㈫ 午後０時４５分～１時 平成２２年９月生まれ

７カ月児教室 ２０日㈭ 午前９時～９時１５分 平成２２年５月生まれ

１歳児教室 １１日㈫ 午前９時～９時１５分 平成２１年１２月生まれ

１歳６カ月児健診 １８日㈫ 午後０時４５分～１時 平成２１年６月生まれ

２歳児教室 １２日㈬ 午前８時５０分～９時１０分 平成２０年１２月生まれ

３歳児健診 ２５日㈫ 午後０時４５分～１時 平成１９年１２月生まれ

乳幼児なんでも相談 １８日㈫ 午前９時～１１時 乳幼児

ＢＣＧ予防接種 １１日㈫ 午後２時１５分～２時半
平成２２年９月生まれ

６カ月未満でまだ接種していない乳児

三種混合予防接種

７日㈮

午後１時１５分～２時

平成２１年２月～４月生まれ（追加）

２８日㈮ 平成２２年５月～７月生まれ

歯みがき教室

５日㈬、１３日㈭
午前９時～１１時

午後１時～３時

１歳６カ月・３歳児健診を受けた幼児

６日㈭、７日㈮、
１４日㈮

午前９時～１１時
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大井町・長島町・東野・三郷町・武並町・笠置町・中野方町・飯地町　にお住まいの方 岩村町・山岡町・明智町・串原・上矢作町　にお住まいの方

□実施場所・　　市保健センター　志２６-２１１１（内線２２１・２２２・２２３・２５５）

　　岩村保健センター　志４３-００５１、山岡保健センター　志５６-２９６８、明智保健センター　志５４-３１４３、

かみやはぎ総合保健福祉センター　志４８-３１８５

献血 ２７日㈭ 午前１０時半～午後４時　 　　場所：コープぎふ恵那店

申問　：問い合わせ　　：申し込み

１日＝花の木歯科クリニック（長島

町）志２５-１７００ 　２日＝つげ歯科医

院（中野方町）志２３-２１１２　３日＝

保母歯科医院（明智町）志５４-２０５０

９日＝国保上矢作歯科診療所（上

矢作町）志４７-２２２２　１０日＝国保山

岡診療所歯科（山岡町）志５６-３２６４ 

休日在宅歯科当番医

１日＝蜂谷医院（大井町）志２６-２３４６　　２日＝たぐち耳鼻咽喉科（長島町）志

２６-３３８７　　３日＝上近藤診療所（中野方町）志２３-２２３１　　９日＝加藤クリニッ

ク（大井町）志２５-６４０３　　１０日＝三郷診療所（三郷町）志２８-１０７０　　１６日＝井

口ハートクリニック（大井町）志２５-０８１０　　２３日＝飯地診療所（飯地町）志

２２-３０２７　　３０日＝中部クリニック（長島町）志２６-３００１　

　　恵那消防署志２５-３７９９／聴覚障がい者用のファクシミリ志２５-２０７７

※南部５地域の当番医については、恵那消防署へお問い合わせください

休日在宅当番医

問
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コミュニティ番組

アミックスコムからのお知らせ

みんなえなのこげんきなこ

１月４日㈫～９日㈰
市消防団市長査閲〔第６回目となる今回は、山岡

グラウンドで開催。ことしは１３分団が中隊訓練行

進間を実施し、優勝は飯地分団で４連覇を成し遂げ

ました。１１月２８日撮影〕

１月１０日㈪～１６日㈰
命の講演会・人権コンサート〔身体のハンデを乗

り越え、ピアノを奏でるプロピアニスト桑原良恵

さん（岐阜市・２２歳）。岩村公民館で行われた演奏

と講演です。１１月２９日撮影〕

１月１７日㈪～２３日㈰
市文化祭・合唱フェスティバル〔市内外からの参

加者１３団体・約２００人が、日ごろ練習した合唱の

成果を、恵那文化センターで披露しました。１２月

５日撮影〕

１月２４日㈪～３０日㈰
平成２２年第４回市議会定例会〔市議会の本会議で

行われた提案説明や一般質問、議案審議などの様

子です。１１月３０日・１２月１５日撮影、２２日撮影予定〕

１月１日㈯～９日㈰
①明智保育園あか組　②飯地保育園ぞう組

１月１０日㈪～１９日㈬
①明智保育園あか組　②杉の子幼稚園《特番》

１月２０日㈭～３１日㈪
①串原保育園《特番》　②杉の子幼稚園《特番》

※市内の保育園や幼稚園の、元気な子どもたちが

登場します（特番では、それぞれの園の特色を紹

介します）

年始の３日間は特別編成

１月１日㈯から３日㈪は、左ページの「年始の番組表」
のように、楽しい番組をお届けします。年始は「え
なっコ」チャンネルで、お過ごしください。

地域の情報番組「ほっとｉｎえな」

市内の出来事やイベントの様子、市からのお知ら
せなどを、毎月１日と１５日に更新して、皆さんにお
届けする地域の情報番組。毎日、午前８時２０分か
らと午後０時２０分から、午後６時２０分からの１日３
回放送しています。

 年末年始の休業日

アミックスコムの年末年始の休業は、１２月３０日㈭か
ら１月５日㈬までです。故障などの相談は、営業時
間外の故障窓口まで問い合わせください。

　番組・内容は予告なく変更することがあります。最新の番

組表は㈱アミックスコムのウェブサイト（http://www.amixcom.

jp/）をご覧ください。 　㈱アミックスコム錆０１２０-９２７-５２８（市

外・携帯電話・ＰＨＳは志０５７３-２０-３２５２）営業時間外の故障

窓口志０５７３-２６-２１８８（串原ＣＡＴＶは志０５７４-６１-０９２７）

問

１月の番 組表１月の番 組表１月の番 組表

１０

１１

１０

１１

１０

１１

１１ １

年始番組の見どころ

新春「ほっとｉｎえな」

市長と市議会議長からの年頭の
あいさつを、それぞれインタ
ビュー形式で、１月１日㈯から３
日㈪の３日間の朝昼夕にお届け
します。ぜひ、ご覧ください。

　

コミュニティ番組の再放送

市内のイベントなどを編集した
コミュニティ番組。年始の３日間
は、平成２２年に放送した中から
選んだものを、再放送します。

　

年越しに放送「恵那 彩
いろどり

百景」

季節ごとに変化する市内の風景
を、２０分間の映像でお届けす
る恵那彩百景。市内の魅力を再
発見していただくこの番組を、
１２月３１日㈮午後１０時から、年
を越して１月１日㈯午前７時まで
連続して放送します。

※「げんきっこ」＝みんなえなのこげんきなこ

１１１１ １１
 ～

 翌朝
 ６

 ～

 翌朝
 ６

 ～

 翌朝
 ６

１０１０ １０

１０

１１

１０

１１

１０

１１

１１ １

※「げんきっこ」＝みんなえなのこげんきなこ

１１１１ １１
 ～

 翌朝
 ６

 ～

 翌朝
 ６

 ～

 翌朝
 ６

１０１０ １０

月・水・金曜日 火・木・土曜日 日　曜　日

７

市気象情報

７

市気象情報

７

市気象情報

文字放送 文字放送 文字放送

８

恵那彩百景

８

恵那彩百景

８

恵那彩百景

ほっとｉｎえな ほっとｉｎえな ほっとｉｎえな

市気象情報 市気象情報 市気象情報

９

子ども番組

９

子ども番組

９

子ども番組

市気象情報 市気象情報 市気象情報

文字放送 文字放送 文字放送

げんきっこ① げんきっこ② げんきっこ①

農業番組 健康体操 コミュニティ番組

市気象情報 市気象情報

市気象情報
文字放送 文字放送

文字放送

昼

げんきっこ①②

昼

げんきっこ②①

昼

げんきっこ①②

ほっとｉｎえな ほっとｉｎえな ほっとｉｎえな

市気象情報 市気象情報 市気象情報

恵那彩百景 恵那彩百景 水の惑星紀行

市気象情報 市気象情報 恵那彩百景

文字放送 文字放送 文字放送

２

健康体操

２

コミュニティ番組

２

農業番組

市気象情報

３

市気象情報

３

市気象情報

３

健康体操

市気象情報
文字放送 文字放送

文字放送

４

コミュニティ番組
　　ライブラリー ４

農業番組

４

コミュニティ番組
　　ライブラリー

５

文字放送

５

文字放送

５

文字放送

市気象情報 市気象情報 市気象情報

６

子ども番組

６

子ども番組

６

子ども番組

ほっとｉｎえな ほっとｉｎえな ほっとｉｎえな

市気象情報 市気象情報 市気象情報

７

水の惑星紀行

７

ミュージック
　　　パーティー ７

ミュージック
　　　パーティー

市気象情報

８

げんきっこ②

８

げんきっこ①

８

げんきっこ②

コミュニティ番組 コミュニティ番組
　　ライブラリー

コミュニティ番組

９ ９ ９恵那彩百景 恵那彩百景 恵那彩百景

文字放送 文字放送 文字放送

市気象情報 市気象情報 市気象情報

文字放送 文字放送 文字放送

市気象情報
　（毎時００分から）

市気象情報
　（毎時００分から）

市気象情報
　（毎時００分から）

文字放送
　（毎時３０分から）

文字放送
　（毎時３０分から）

文字放送
　（毎時３０分から）

１月１日㈯ １月２日㈰ １月３日㈪

７

 ００恵那彩百景

７

 　 子ども番組

７

 ００市気象情報

 ２０新春ほっとｉｎえな
 ３０市気象情報  ３０文字放送

 ４０市気象情報

８

 ００子ども番組

８

 ００恵那彩百景

８

 ００恵那彩百景

 １０第６回少年の主張大会  ２０新春ほっとｉｎえな  ２０新春ほっとｉｎえな

 ４０市気象情報  ４０市気象情報

９ ９

 ００子ども番組

９

 ００子ども番組

 １０武並神社本殿の竣工式  １０交通安全教室
 ３２市気象情報

 ３２のれんアートコンテスト  ３０武並神社本殿の竣工式

 ００げんきっこ②  ００げんきっこ①  ００げんきっこ①

 １０ダンベル体操  １０え～な筋トレ（床・座位）  １０ENAサンサン体操
 ２５水中運動で健康長寿
 ４１高齢者の筋力向上

 ２７背骨ゆがみを正す体操
 ４９足腰・膝の痛みをとる

　体操 ０３体の疲れ・痛みをとる

　体操  １３転ばぬ先の杖・転倒防止

 ４０酒の肴つくってみ～よ  ３９市気象情報  ４０市気象情報

昼

 ００げんきっこ②①

昼

 ００げんきっこ①②

昼

 ００げんきっこ①②

 ２０新春ほっとｉｎえな  ２０新春ほっとｉｎえな  ２０新春ほっとｉｎえな

 ４０市気象情報  ４０市気象情報  ４０市気象情報

 ００恵那彩百景  ００恵那彩百景  ００恵那彩百景

 ２０第２４回わんぱく相撲

　恵那市大会大正村場所

 ２０旧恵那市地域成人式  ２０恵南豪雨災害から１０年

　シンポジウム

２ ２ ２
 ２０市気象情報

 ４０市気象情報
 ４０岩村地域成人式

 ５０第６回中学生、市長と

　語る会

３ ３ ３
 １０市気象情報  ０９市気象情報

 ３０山岡地域成人式  ３０ロビーコンサート

４ ４ ４ １９市気象情報
 ２９市気象情報

 ４０市気象情報  ４０明智地域成人式
 ５０中山太鼓

５

 ００大井小学校旧体育館お

　別れ会 ５ ５
 ３７市気象情報  ４２市気象情報

６

 ００新春ほっとｉｎえな

６

 ００新春ほっとｉｎえな

６

 ００新春ほっとｉｎえな

 ２０市気象情報  ２０市気象情報  ２０市気象情報

 ４０げんきっこ①  ４０げんきっこ②  ４０げんきっこ②

７

 ５０第６回消防操法大会

７

 ５０串原地域成人式

７

 ５０恵那文化まつり
　ステージ部門《前編》 ２１市気象情報

 ３４市気象情報
 ４０上矢作地域成人式

 ５０第２６回いわむら城址

　薪能①
８ ８ ８

 ２７市気象情報
 ４０市気象情報

９ ９

 ５０２０１０ENA
　みのじのみのり祭

９

 ５０恵那文化まつり
　ステージ部門《後編》 ０９市気象情報

 ３０第２６回いわむら城址

　薪能②
 ４８市気象情報

 ００恵那彩百景

 ２０文字放送
 ３１恵那彩百景

 ４０恵那彩百景
 ５１子ども番組

　（翌朝７時半まで）
 ００市気象情報
　（毎時００分から）

 ００市気象情報
　（毎時００分から）

 ３０文字放送
　（毎時３０分から）

 ３０文字放送
　（毎時３０分から）

▲年頭のあいさつをする可知市長

▲わんぱく相撲・大正村場所

▲菜の花の中を走る明知鉄道

▲武並神社本殿の竣工（しゅんこう）祭



と　き
ところ
　

１２日㈬・２６日㈬午後６時～９時
（受け付けは８時まで）
中公民館１階第５会議室
まちづくり推進課志２６-２１１１（内線６３７）

　

新
た
な
ク
リ
生
産
者
を
対
象

に
、
ク
リ
栽
培
の
基
本
知
識
や
技

術
習
得
の
た
め
の
講
習
会
で
す
。

□
と
き　

１
月
１９
日
㈬
、
２３
日
㈰

午
前
９
時
半

□
と
こ
ろ　

長
島
町
久
須
見
地
内

□
対
象　

①
新
た
に
ク
リ
の
生
産

を
始
め
よ
う
と
す
る
方
②
既
に
栽

培
し
て
い
る
が
基
本
知
識
や
技
術

を
学
び
た
い
方
③
既
に
栽
培
し
て

い
る
ク
リ
生
産
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー

や
家
族
な
ど

□
締
め
切
り　

１
月
１４
日
㈮

　
　
　
　

恵
那
農
林
事
務
所
農
業

普
及
課
（
磯
村
）
志
２
６
―
１
１

１
１
（
内
線
３
８
８
）

県
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
知
的
障
が
い
者
の
療
育
手
帳

の
交
付
や
更
新
な
ど
の
診
断
や
相

談
を
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
、
１
月
２４
日

㈪
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１
月
２７
日
㈭
午
前
１０
時

―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟

□
対
象　

１８
歳
以
上
の
知
的
障
が

い
者

□
料
金　

無
料

□
持
ち
物　

印
鑑
、
更
新
の
方
は

療
育
手
帳

　
　
　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１

３
５
）

　

毎
年
１
月
１
日
を
基
準
と
し
て

所
有
状
況
の
申
告
が
必
要
で
す
。

□
対
象　

工
場
や
商
店
の
経
営
者

や
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
の

大
家
さ
ん
な
ど
事
業
を
行
っ
て
い

る
方
で
、
機
械
や
備
品
な
ど
の
償

却
資
産
が
あ
る
方
。

□
対
象
と
な
る
資
産　

土
地
や
家

屋
、
車
両
以
外
の
有
形
固
定
資
産

の
う
ち
、
所
得
税
法
や
法
人
税
法

で
所
得
の
計
算
上
減
価
償
却
の
対

象
と
な
る
資
産
。

※
課
税
標
準
額
の
合
計
が
１
５
０

万
円
以
下
の
場
合
は
課
税
さ
れ
ま

せ
ん

□
締
め
切
り　

１
月
３１
日
㈪

　
　
　
　

税
務
課
資
産
税
係
（
内

線
５
１
０
・
５
１
３
）

公
共
施
設
な
ど
に
緑
化
木
の

植
栽
を
計
画
し
て
い
る
自
治
会
な

ど
に
、
苗
木
を
無
償
で
配
布
し
ま

す
。
こ
の
配
布
に
は
、
緑
の
募
金

の
一
部
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法　

林
業
振
興
課

や
各
振
興
事
務
所
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
し
込
み
先　

林
業
振
興
課
や

各
振
興
事
務
所
。

□
締
め
切
り　

１
月
３１
日
㈪

□
配
布
時
期　

３
月
中

□
そ
の
他　

樹
種
や
本
数
な
ど

で
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　

林
業
振
興
課
（
内
線
５

２
７
）

【
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
方
の

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
】

□
と
き　

２
月
９
日
㈬
、
１０
日
㈭

１月の相談

と　き
ところ
　

８ 日㈯午後１時～３時
中公民館相談室
総務課志２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
　

２５日㈫午後１時～３時
岩村公民館第一研修室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２６５）

と　き
ところ
　

２８日㈮午後１時～３時
山岡公民館会議室
山岡振興事務所振興課志５６-２１１１（内線１１１）

と　き
ところ
　

１２日㈬午後２時～４時
明智公民館２階会議室
明智振興事務所振興課志５４-２１１１（内線１１４）

と　き
ところ
　

１３日㈭午後１時～３時
寿限夢の里
上矢作振興事務所振興課志４７-２１１１（内線４３）

●法律相談（要予約）●人権相談

●行政相談

●結婚相談（要予約）

●こころの健康相談（要予約）

●消費者生活相談
●家庭・地域・職場なんでも相談

●福祉総合相談

と　き
ところ
　

７日㈮・２１日㈮午後１時～４時
中公民館相談室
総務課志２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
　　

１３日㈭午後１時～４時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２６５）

と　き
ところ
　

１５日㈯午後１時～４時
明智振興事務所相談室
明智振興事務所振興課志５４-２１１１（内線１１４）

と　き
ところ
　

１３日㈭・２７日㈭午後２時～４時
恵那保健所１階一般診察室
恵那保健所志２６-１１１１（内線２６２）

と　き
ところ
　

毎週㈪㈫㈭㈮午前９時～午後４時
東濃振興局恵那事務所振興課
志２６-１１１１（内線２１１）

と　き
ところ
　

１９日㈬午前１０時～午後３時
山岡振興事務所
山岡振興事務所振興課志５６-２１１１（内線１５３）

と　き
ところ
　

毎週月～金曜日午前８時半～午後５時１５分
市役所１階地域包括支援センター内
相談用直通志２６-２２１２

と　き
ところ
　

１５日㈯午後２時～４時
岩村公民館２階第二研修室
ふるさと活力推進室志２６-２１１１（内線３８１）

と　き
ところ
　

１９日㈬午後１時～３時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２６５）

と　き
ところ
　

１２日㈬午後２時～４時
明智公民館会議室
明智振興事務所振興課志５４-２１１１（内線１１４）

と　き
ところ
　

５日㈬午前１０時～正午
串原コミュニティセンター
串原作振興事務所振興課志５２-２１１１（内線２３）

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

●ねんきん相談（要予約）

問

問

問

問

問

申問　：問い合わせ　　：申し込み

　　　

幼
稚
園
や
小
学
校
、
中
学
校
の

教
員
免
許
を
お
持
ち
の
方
は
、
教

育
人
材
バ
ン
ク
へ
登
録
を
し
ま
せ

ん
か
。
今
す
ぐ
の
採
用
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
欠
員
が
あ
り
次
第
、

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

採
用
の
場
合
は
、
市
内
の
幼
稚

園
や
小
学
校
、
中
学
校
の
学
習
支

援
員
や
講
師
と
な
り
ま
す
。

　
　

学
校
教
育
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
３
５
１
）

　

市
で
は
、
道
路
の
凍
結
や
積
雪

対
策
と
し
て
、
幹
線
道
路
を
中
心

に
市
内
の
建
設
業
者
へ
除
排
雪
業

務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
市
道
全
線
の
委
託
は
難
し

い
た
め
、
生
活
道
路
な
ど
は
皆
さ

ん
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
道
散
布
用
の
凍
結
防

止
剤
の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

建
設
課
か
振
興
事
務
所
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
　

建
設
課
（
内
線
２
０
８
）

　これまでの成人式は、旧市町村ごとでしたが、今

回の成人式から統一開催になります。市内の新成人

の皆さんが、一堂に会する成人式となります。

□とき　１月９日㈰午後１時半開式（正午受け付け）

□ところ　恵那文化センター（長島町）

□対象　平成２年４月２日から平成３年４月１日に

生まれた方。

　　社会教育課志４３-２１１２（内線３４１）

▽
午
前
の
部
＝
午
前
９
時
―
１１
時

半　

▽
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
―

４
時

□
と
こ
ろ　

中
津
川
商
工
会
議
所

ホ
ー
ル

□
対
象　

平
成
２２
年
中
に
、
住
宅

ロ
ー
ン
な
ど
で
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新

築
や
購
入
、
増
改
築
な
ど
を
行
い

居
住
し
た
方

□
内
容　

確
定
申
告
書
の
作
成
を

指
導
し
ま
す
。

□
持
ち
物　

家
の
登
記
事
項
証
明

書
な
ど
控
除
を
受
け
る
た
め
の
書

類
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
必
要
書

類
、
印
鑑
、
筆
記
用
具
、
本
人
名

義
の
預
貯
金
口
座
の
分
か
る
も
の

【
公
的
年
金
な
ど
受
給
者
の
方
へ
】

公
的
年
金
受
給
者
を
対
象
と

し
た
所
得
税
の
確
定
申
告
を
受
け

付
け
ま
す
。
青
色
申
告
決
算
書
、

収
支
内
訳
書
、
譲
渡
所
得
の
内
訳

書
な
ど
の
作
成
が
必
要
な
方
は
、

確
定
申
告
期
間
に
税
務
署
な
ど
で

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

□
と
き　

２
月
３
日
㈭
、
４
日
㈮

午
前
９
時
半
―
午
後
４
時
半
（
正

午
―
午
後
１
時
を
除
く
）　
　
　

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟

【
共
通
】

　
　

中
津
川
税
務
署
個
人
課
税
部

門
志
０
５
７
３
―
６
６
―
９
２
３

７

案
内

案
内

ク
リ
栽
培
の
基
本
技
術
講

習
会

償
却
資
産
の
申
告

緑
化
木
を
無
償
で
配
布

療
養
手
帳
の
診
断
と
相
談

を
実
施

確
定
申
告
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す

凍
結
防
止
剤
を
配
布

教
育
人
材
バ
ン
ク
で
講
師

の
登
録
を

　学校給食への理解を深めてもらおうと、地元産の食

材を使った給食フェアを行います。

【施設見学】

□とき　１月２７日㈭、２８日㈮午前９時半～午後１時半

□ところ　市学校給食センター

【試食会】

□ところ・とき　 ▽明智学校給食センター、山岡学校

給食センター、上矢作小学校（岩村学校給食センター）

＝１月２７日㈭正午～午後１時　 ▽ 市学校給食センター

＝１月２７日㈭、２８日㈮午前１１時４５分～午後１２時４５分

□定員　１５人（先着順、市学校給食センターは、各日

３５人）

□給食費　２７８円（欠席の場合も必要です）

□申し込み方法　１月１３日㈭から２０日㈭の間に、各給

食センターへ直接申し込む。

　　　　市学校給食センター志２６-１６３３、岩村学校

給食センター志４３-２８０９、山岡学校給食センター志

５６-２７６２、明智学校給食センター志５４-３６１５

給食フェアで学校給食を試食しよう

申
・
問

問

問

申
・
問

申
・
問

問

申・問

問

▲昨年の恵那会場での成人式

成人式が今回から統一で開催

▲クリ栽培を行う

申
・
問

19 182011.1.1 広報えな



　

市
職
員
を
次
の
と
お
り
随
時
募

集
し
ま
す
。

□
職
種　

看
護
師
（
若
干
名
）

□
試
験
内
容　

口
述
（
面
接
）
試

験
、
小
論
文

□
申
し
込
み
方
法　

総
務
課
に
備

え
付
け
の
「
職
員
採
用
試
験
申
込

書
」
に
①
住
民
票
②
卒
業
（
見
込

み
）
証
明
書
③
成
績
証
明
書
④
資

格
・
免
許
の
写
し
⑤
写
真
―
を
添

え
て
申
し
込
む
。

※
郵
送
で
の
請
求
は
、封
筒
に「
職

員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱

書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ

た
返
信
用
封
筒
（
定
型
外
角
２
封

筒
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
試

験
案
内
、
職
員
採
用
試
験
申
込
書

は
、市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://

w
w

w
.c

ity
.e

n
a.g

ifu
.jp

/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所

不
要
）

総
務
課

職
員
係

（
内
線

３
０
４
）

　
恵
那
み
そ
を
昔
な
が
ら
の
伝

統
の
方
法
で
製
造
、
販
売
し
て
い

る
「
む
つ
み
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、
恵
那
の
味

伝
承
講
座
で
指
導
。
２
月
に
仕
込

み
１２
月
に
蔵
出
し
を
行
い
、
み
そ

を
５
㌔
ず
つ
渡
し
ま
す
。
自
分
た

ち
で
仕
込
ん
だ
み
そ
を
味
わ
い
な

が
ら
、
手
作
り
の
良
さ
を
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

２
月
２
日
㈬
午
後
１
時

半□
と
こ
ろ　

む
つ
み
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
（
武
並
町
竹
折
）　

□
定
員　

２０
人
（
先
着
順
）

□
受
講
料　

５
０
０
０
円

□
締
め
切
り　

１
月
２１
日
㈮

　
　
　
　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
総

合
管
理
セ
ン
タ
ー
志
２
５
―
８
０

０
８
（
火
曜
日
―
金
曜
日
午
前
９

時
―
午
後
５
時
）

　

放
送
大
学
は
、
大
学
や
大
学
院

の
科
目
を
テ
レ
ビ
な
ど
を
利
用
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

２０
人
以
上
の
申
し
込
み
で
、
入
学

料
が
通
常
の
半
額
に
な
り
ま
す
。

□
入
学
料　

▽
科
目
履
修
生
（
６

カ
月
間
）
＝
３
０
０
０
円　

▽
選

科
履
修
生
（
１
年
間
）
＝
４
０
０

０
円　

▽
全
科
履
修
生
（
４
年
以

上
）
＝
１
万
１
０
０
０
円

※
２０
人
以
上
で
の
入
学
申
し
込
み

の
料
金

□
受
講
料　

１
科
目
に
つ
き
１
万

１
０
０
０
円

□
対
象　

１５
歳
以
上
の
方
（
た
だ

し
全
科
履
修
生
は
１８
歳
以
上
で
大

学
入
学
資
格
の
あ
る
方
）

□
履
修
科
目　

歴
史
、
心
理
学
や

福
祉
な
ど
約
３
０
０
科
目

□
申
し
込
み
方
法　

１
月
２７
日
㈭

ま
で
に
郵
送
（
必
着
）
か
直
接
窓

口
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
大
学
説
明
会
】

□
と
き　

１
月
１６
日
㈰
午
後
１
時

半
（
申
し
込
み
不
要
）

□
と
こ
ろ　

ま
な
び
パ
ー
ク
た
じ

み
６
階
（
多
治
見
市
）

　
　
　
　

放
送
大
学
多
治
見
分
室

（
梶
原
）
志
０
５
７
２
―
２
３
―

７
０
２
２

　シアター恵那１月の開催情報

　　　　　　　　http://www.kasamatsu-keiba.com/

□年末・年始特別シリーズ　１日㈯ 
□新春特別シリーズ　６日㈭、７日㈮、９日㈰、１０日㈪
□睦月シリーズ　１７日㈪～２１日㈮ 
□如月シリーズ　３１日㈪～２月４日㈮ 
　　シアター恵那志２５-７７６７（開門午前１０時）
※１月１日松から３日捷まで、特別観覧席を開場（有料）

市の人口（１２月１日現在）

総数　５５，２２３人（－４６）

  男　  ２６，７１３人（－２９）

  女　  ２８，５１０人（－１７）

世帯　１９，２４７世帯（－５）

（　）内は前月との比較

市内の火災（１１月）

建物　１件（１6 件）

その他　1 件（１8 件）

（　）内は１月からの累計

市内の交通事故（１１月）

人身事故１８件（１６７件）

物損事故１７２件（１,６３７件）

負傷者１９人（２１３人）

死者　１人（６人）

（　）内は１月からの累計

救急車出動回数（１１月）

１７３回（１，９２９回）

（　）内は１月からの累計

「五感で楽しむ広重」
「生誕１６０年記念　
郷土の画家　山本芳翠」

　　１/２０㈭～２/２７㈰

　近くでじっくり見ると、その手触りまでもが感じられるよ

うな版画ならではの表現が施されています。

　１月２日㈰は、特別開館で観覧料が無料です。当日は、午前

１１時と午後２時に箏
こと

と尺八の新春コンサートを開催します。

２月６日掌は、市民の日（市民に限り観覧料が無料です）

　　　中山道広重美術館志２０-０５２２

歌川広重≪魚づくし≫

「魚づくし　伊勢海老と芝鰕
えび

」

大判錦絵

　

消
火
器
は
圧
力
容
器
の
た
め
、

さ
び
や
変
形
、
傷
な
ど
が
あ
る
と

破
裂
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
消
火

器
に
傷
や
さ
び
な
ど
が
あ
る
場
合

は
、
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
実
際
に
死
傷
者
も
出
て
い

ま
す
。
ま
た
処
分
す
る
場
合
も
絶

対
に
、分
解
し
た
り
、レ
バ
ー
を
握
っ

て
放
射
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

消
火
器
は
、
廃
棄
物
処
理
法
に

基
づ
く
リ
サ
イ
ク
ル
（
一
般
廃
棄

物
広
域
認
定
制
度
）の
対
象
で
す
。

一
般
の
ご
み
と
同
様
に
は
処
分
で

き
ま
せ
ん
。
専
門
の
業
者
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。
業
者
は
、
ご
み

百
貨
辞
典
の
「
出
す
こ
と
の
で
き

な
い
ご
み
」
の
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て

い
ま
す
。
各
自
で
処
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー

な
ど
は
、

１
本
購
入

す
る
と
、

１
本
無
料

で
回
収
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　

恵
那
消
防
署
志
２
６
―
０
１

１
９
、
岩
村
消
防
署
志
４
３
―

０
１
１
９
、
明
智
消
防
署
志
５
５

―
０
１
１
９　

上
矢
作
分
署
志

４
７
―
０
１
１
９

　

恵
那
ト
ビ
は
し
ご
登
り
や
分
列

行
進
、
全
消
防
団
の
一
斉
放
水
な

ど
新
春
恒
例
の
出
初
式
で
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　

▽
式
典
＝
午

前
８
時
（
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
）

▽
分
列
行
進
＝
午
前
１０
時
半
（
駅

前
中
央
通
り
）
▽
恵
那
ト
ビ
は
し

ご
登
り
＝
午
前
１０
時
４５
分
（
駅
前

中
央
通
り
）
▽
一
斉
放
水
＝
午
前

１１
時
１５
分
（
大
井
橋
・
佐
渡
橋
間
）

□
交
通
規
制　

午
前
１０
時
―
午
前

１１
時
４５
分
ま
で
中
央
通
り
付
近
の

交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
こ
の
時

間
帯
は
東
濃
鉄
道
の
バ
ス
は
石
橋

線
経
由
で
運
行
し
ま
す
。
岐
阜
銀

行
前
の
公
布
町
バ
ス
停
は
小
栗
屋

付
近
に
バ
ス
停
を
設
置
し
ま
す
。

□
そ
の
他　

天
候
不
良
の
場
合

は
、
恵
那
ト
ビ
は
し
ご
登
り
を
恵

那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

分
列
行
進
や
一
斉
放
水
は
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

消
防
本
部
消
防
課
消
防
団

係
志
２
６
―
０
１
１
９
（
内
線

２
５
１
）

　

　この展覧会では、生誕地明智で所蔵している地元資料など

の展示とともに、県美術館が所蔵する日本近代洋画の代表作

である「浦島図」などを展観します。

山本芳
ほう

翠
すい

「浦島図」

（県美術館所蔵）

「五感で楽しむ広重」

「生誕１６０年記念　
郷土の画家 山本芳翠」

案
内

募
集

恵
那
み
そ
寒
仕
込
み
講
座

の
受
講
生

看
護
師
の
職
員

放
送
大
学
の
４
月
集
団
入

学
生

１
月
８
日
松
に
消
防
出
初

式
を
開
催

さ
び
た
消
火
器
は
危
険

申問　：問い合わせ　　：申し込み

▲さびついた消火器

▲昨年の恵那トビ

申
・
問

申
・
問

問

問

申
・
問

問

問

▲医療施設の看護師
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　【
笠
置
町
毛
呂
窪
年
越
し
マ
ラ

ソ
ン
】

□
と
き　

１２
月
３１
日
㈮
午
後
１１

時
５８
分
（
午
後
１１
時
半
集
合
）

□
と
こ
ろ　

毛
呂
窪
体
育
館

　
　

毛
呂
窪
体
育
協
会
（
小
川

文
夫
）
志
２
７
―
３
９
３
３

【
笠
置
町
河
合
年
越
し
マ
ラ
ソ

ン
】

□
と
き　

１２
月
３１
日
㈮
午
後
１１

時
４５
分
（
午
後
１１
時
半
集
合
）

□
と
こ
ろ　

河
合
公
民
館　
　

　
　

河
合
区
体
育
協
会
（
稲
川

善
文
）
志
２
７
―
３
４
９
０

【「
祝
大
正
百
年
」
明
智
町
越
年

マ
ラ
ソ
ン
大
会
】

　

ス
タ
ー
ト
後
の
午
前
０
時

に
、
大
正
百
年
の
年
の
幕
開
け

に
ふ
さ
わ
し
い
初
花
火
の
打
ち

上
げ
と
４０
㍍
級
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
ま
す
。
走

り
な
が
ら
花
火
を
観
覧
し
ま
せ

ん
か
。

□
と
き　

１２
月
３１
日
㈮
午
後
１１

時
５５
分
（
午
後
１１
時
集
合
）

□
と
こ
ろ　

明
智
か
え
で
ホ
ー

ル□
料
金　

１
０
０
円（
保
険
代
）

　
　

明
智
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
志
５
４
―
２
５
２
２

【
中
野
方
町
元
旦
初
詣
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
】

□
と
き　

１
月
１
日
㈯　

▽

十
二
社
巡
り
・
十
社
巡
り
＝
午

前
８
時
半　

▽
六
社
巡
り
＝
午

前
９
時
半

□
と
こ
ろ　

中
野
方
小
学
校

　
　

中
野
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
志
２
３
―
２
１
１
３

【
長
島
町
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
】

□
と
き　

１
月
１
日
㈯
午
前
９

時□
と
こ
ろ　

長
島
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド

　
　

長
島
町
体
育
協
会
（
成
瀬

治
夫
）
志
２
６
―
０
６
２
６

【
山
岡
町
原
区
新
春
区
民
ふ
れ

あ
い
ウ
オ
ー
ク
】

□
と
き　

１
月
１
日
㈯
午
前
9

時□
と
こ
ろ　

原
公
民
館

　
　

原
公
民
館
志
５
６
―
３
７

６
８　

【
山
岡
町
田
沢
区
ふ
れ
あ
い

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
】

□
と
き　

１
月
２
日
㈰
午
前
９

時□
と
こ
ろ　

ひ
ま
わ
り
会
館

　
　

田
沢
区
長
（
鈴
木
義
久
）

志
５
６
―
２
２
８
９

【
新
春
中
山
道
甚
平
坂
公
園
マ

ラ
ソ
ン
大
会
】

□
と
き　

１
月
１６
日
㈰
午
前
１０

時□
と
こ
ろ　

甚
平
坂
公
園

　
　

大
井
町
体
育
連
盟
（
西
山

さ
か
江
）
志
２
６
―
０
２
０
３

【
新
春
三
郷
町
民
走
ろ
う
歩
こ

う
会
】

□
と
き　

１
月
１６
日
㈰
午
前
１０

時□
と
こ
ろ　

野
井
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー

　
　

三
郷
町
体
育
協
会
（
石
田

登
）
志
２
８
―
１
０
７
１

　

１
月
２１
日
㈮
か
ら
２３
日
㈰
に

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
集
会
室

で
、
第
３７
回
市
学
生

書
道

展
を

開
催

し
ま
す
。

同
展
に
展
示

す
る
作
品
を

募
集
し
ま
す
。
多
数
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
対
象　

高
校
生
以
下

□
作
品　

書
体
は
自
由
。
八
ツ

切
り
（
縦
６８
㌢
、
横
１７
・
５
㌢
）

の
用
紙
で
１
点
。

□
料
金　

４
０
０
円

□
申
し
込
み
方
法　

作
品
と
塾

名
か
学
校
名
、
氏
名
を
記
入
し

た
用
紙
を
各
地
区
の
公
民
館
へ

提
出
く
だ
さ
い
。

□
締
め
切
り　

１
月
９
日
㈰

　
　

教
育
書
道
連
盟
（
纐
纈
美

作
）
志
２
２
―
３
１
４
６

　

中
山
道
広
重
美
術
館
は
、
浮
世
絵

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
美
術
展
を
開
い
て
ほ
し
い
。

　

こ
の
美
術
館
は
、
き
れ
い
な
素
晴

ら
し
い
建
物
で
す
。
街
の
中
心
地
に

あ
っ
て
、
足
を
運
び
や
す
い
は
ず
な

の
に
、
出
掛
け
る
機
会
が
あ
り
ま
せ

ん
。
い
ま
ひ
と
つ
興
味
が
湧
か
ず
、

新
鮮
さ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
非
常
に

も
っ
た
い
な
い
。

　

間
口
を
広
げ
て
、
地
域
で
活
動
中

の
作
家
展
や
現
代
美
術
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
種
類
の
展
示
を
し
て
み
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
高
級
そ
う
で
入

り
づ
ら
い
よ
り
、
人
の
出
入
り
が
あ

る
、
親
し
み
と
活
気
の
あ
る
美
術
館

の
ほ
う
が
良
い
の
で
は
。

（
匿
名
・
大
井
町
）

　

　

中
山
道
広
重
美
術
館
は
、

歌
川
広
重
に
こ
だ
わ
っ
た
美

術
館
と
し
て
建
設
さ
れ
、
広
重
の
作

品
を
中
心
に
展
覧
会
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
基
本
は
継
続
し
つ
つ
、

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
展
示
も
企
画
展

の
中
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

毎
年
、
郷
土
の
画
家
展
で
、
こ
の

地
域
に
関
係
の
あ
る
画
家
を
取
り
上

げ
て
、
展
覧
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

親
し
み
の
あ
る
美
術
館
と
す
る
よ
う

に
、
毎
月
第
１
日
曜
日
を
市
民
の
日

と
し
、
市
民
は
無
料
で
入
館
で
き
ま

す
。
春
休
み
や
夏
休
み
、
冬
休
み
に

は
、
小
中
高
生
は
入
館
が
無
料
の
日

を
設
け
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
気
軽
に
観
覧
い
た
だ
け

る
企
画
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
開
館
１０
周
年
を
迎
え

ま
す
。
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
企
画
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

広
重
美
術
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

今
、
市
で
は
生
涯
学
習
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
佐
藤
一い

っ

斎さ
い

の
言げ

ん

志し

四し

録ろ
く

か

ら
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
や
、
大

切
さ
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん

か
。

□
と
き　

１
月
１５
日
㈯
午
後
１

時
半
―
３
時

□
と
こ
ろ　

岩
村
公
民
館

□
講
師　

上か
み

寺で
ら

康こ
う

司じ

氏
（
福
岡

工
業
大
学
教
授
）

□
演
題　

生
涯
学
習
社
会
に
佐

藤
一
斎
の
教
え
を
活
か
す

□
料
金　

２
０
０
円
（
当
日
会

場
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

　
　

い
わ
む
ら
一
斎
塾
（
理
事

長
堀
井
）
志
４
３
―
２
０
２
５

【
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場
】

□
と
き　

１
月
１９
日
、
２
月
９

日
、
２３
日
（
水
曜
日
）
午
前
１０

時
―
正
午

【
岩
村
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場
】

□
と
き　

１
月
２１
日
、
２
月
４

日
、
１８
日
（
金
曜
日
）
午
後
１

時
―
３
時

【
共
通
】

□
対
象　

市
内
に
在
住
し
、
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
（
移

動
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
な
ど
し
て
、
送
迎
や
付
き
添

い
は
、各
自
で
お
願
い
し
ま
す
）

□
定
員　

５
人
程
度

□
内
容　

パ
ソ
コ
ン
入
門
か
ら

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
入
門
と

基
礎

□
料
金　

２
５
０
円
／
回
（
別

に
資
料
代
な
ど
が
必
要
）

□
持
ち
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（
パ
ソ
コ
ン
が
無
い
方
に
は
、

貸
し
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
）

□
申
し
込
み
方
法　

フ
ァ
ク
ス

か
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン

サ
ポ
ー
ト
え
な
（
山
田
）
志
０

９
０
―
７
０
４
７
―
５
６
４
９

思
２
６
―
１
９
８
５

　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

が
開
催
す
る
、
２
月
期
講
座
を

案
内
し
ま
す
。

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き　

２
月
１
日
、
８
日
、

１５
日
、
２２
日
（
火
曜
日
）
午
前

９
時
半
―
１１
時
半　
　

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

を
使
い
、文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
丁
寧

に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金　

６
０
０
円
（
別
に
テ

キ
ス
ト
代
９
０
０
円
）

【
ア
イ
ロ
ン
プ
リ
ン
ト
講
座
】

□
と
き　

２
月
３
日
、
１０
日
、

１７
日
、
２４
日
（
木
曜
日
）
午
後

１
時
―
３
時

□
内
容　

画
像
挿
入
の
方
法
を

学
び
、
挿
入
し
た
画
像
を
ア
イ

ロ
ン
プ
リ
ン
ト
し
ま
す
。

□
料
金　

１
０
０
０
円
（
材
料

代
を
含
む
）

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室 

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
申
し
込
み
期
間　

１
月
１１
日

㈫
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

１
月
２４
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
。
再
受
講
者

の
受
講
の
可
否
は
、
１
月
２５
日

㈫
以
降
に
連
絡
し
ま
す
。

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７　

　

障
が
い
者
の
パ
ソ
コ
ン
活
用

の
サ
ポ
ー
ト
に
意
欲
が
あ
り
、

福
祉
メ
デ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
で
き

る
方
に
、
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
を
無
料
で

開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

３
月
５
日
㈯
午
前
９

時
半
―
午
後
４
時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室

□
内
容　

肢
体
不
自
由
者
・
視

覚
障
が
い
者
の
パ
ソ
コ
ン
利
用

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
活
用

方
法
に
つ
い
て

□
定
員　

１０
人
程
度
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

□
申
し
込
み
方
法　

電
話
か
電

子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

□
締
め
切
り　

２
月
１８
日
㈮

　
　
　
　

県
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
福
祉
メ
デ
ィ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
志
思
０
５
８
４
―
７
７

―
１
２
８
２
死sh

irak
i@

f-m

ed
ia.jp

　
　

恵
那
講
習
会
担
当
（
山

田
）
志
０
９
０
―
７
０
４
７
―

５
６
４
９

申問　：問い合わせ　　：申し込み

▲中山道広重美術館では浮世絵の摺
す

り体験が
いつでもできる

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲昨年の明智町越年マラソン大会

学
生
書
道
展
の
展
示
作

品
を
募
集

各
地
区
の
マ
ラ
ソ
ン
・

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

第
７
回
い
わ
む
ら
一
斎

特
別
公
開
講
座

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

パ
ソ
コ
ン
の
２
月
期
講

座
を
開
催

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

広
重
美
術
館
で
い
ろ
い
ろ

な
美
術
展
を
開
い
て
は

問

問

問

問問

問 問

問問

問

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問
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　恵那のまち中のにぎわいを創出しようと、㈱バローと

市商店街連合会、商工会議所、市観光協会が、１１月１９

日に市役所で「戦略的パートナーシップ協定」を締結。

この協定を受けて、恵那まちなか市が企画されました。

　山岡町にある道の駅「おばあちゃん市・山岡」で、来

駅３００万人達成の記念セレモニーが、１１月２１日に開催

されました。この日は、イモ料理コンテストやマジック

ショーなどがあり、約３,０００人の方が訪れました。

　恵那デジタルサイネージ端末、略して「えなたん」の

披露式が、１１月１９日に恵那峡グランドホテルで実施。

電子看板の進化した「えなたん」は、㈱アミックスコムが

総務省の補助を受け、市内の１０カ所に設置しました。

　紅葉の季節の１１月２０日、美しい田園風景のある三郷

町で、第２回目となる「ごへだ祭り」が開催。町内の６

カ所のイベントポイントでは、五平餅やきのこ汁などが

販売され、約１,０００人の参加者との交流が行われました。

　

１２
月
４
日
、
恵
那
駅
前
の
中
央
通
り
や
銀
座
通
り
で
、

第
１
回
の
「
恵
那
ま
ち
な
か
市
」
が
、
実
行
委
員
会
の
主

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
駅
前
を
元
気
に
し
よ
う
と

し
て
、㈱
バ
ロ
ー
と
市
商
店
街
連
合
会
な
ど
が
結
ん
だ「
戦

略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
」
の
第
１
弾
の
事
業
。
駅

前
周
辺
で
、
五
平
餅
や
和
菓
子
の
食
べ
歩
き
、
野
菜
な
ど

を
販
売
す
る
軽
ト
ラ
市
場
、
街
角
コ
ン
サ
ー
ト
、
シ
ク
ラ

メ
ン
祭
な
ど
、
終
日
大
勢
の
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今

後
は
、
季
節
ご
と
の
年
４
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

タッチして情報を閲覧する「えなたん」

三郷町で秋の収穫祭「ごへだ祭り」

戦略的パートナーシップ協定でにぎわいを

おばあちゃん市・山岡が３００万人達成 駅
前
を
元
気
に
「
恵
那
ま
ち
な
か
市
」
を
開
催

山岡町

西尾 大
やま

和
と

くん

１
歳
お
め
で
と
う
。
元
気

に
ゆ
ー
っ
く
り
大
き
く

な
っ
て
ね
！

信
幸
さ
ん
・
め
ぐ
み
さ
ん

　２月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく一人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、１月１７日㈪までに申し込
みください。またケーブルテレ
ビ放映の可否についてもご記入
ください。申し込み多数の場合
は先着順により掲載します。

１月生まれのお誕生日

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

長島町

市川 詩
し

恩
おん

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
！

元
気
に
優
し
い
子
に
育
っ

て
ね
。記

祥
さ
ん
・
貴
子
さ
ん

大井町

長谷川 心
しん

祐
ゆう

くん

ほ
ん
わ
か
ボ
ー
っ
と
し
て

い
る
君
だ
け
ど
母
は
だ
ま

さ
れ
な
い
。
君
は
強
し
！

伸
吾
さ
ん
・
幸
乃
さ
ん

大井町

小松 柚
ゆ

月
づ き

ちゃん

祝
１
歳
☆
フ
ァ
イ
ト
ー

イ
ッ
パ
ツ
！
父
ち
ゃ
ん
の

肉
体
疲
労
に
柚
月
の
笑
顔

正
義
さ
ん
・
美
希
さ
ん

明智町

服部 昊
そら

くん

１
歳
お
め
で
と
う
♡
大
き

な
男
に
な
っ
て
ね
。
楽
し

み
に
し
て
い
る
よ
♡

太
一
さ
ん
・
雪
美
さ
ん

長島町

市川 冬
と う

尉
い

くん

祝
１
歳
♡
笑
顔
最
高
錘

元
気
に
大
き
く
な
っ
て

ね
！哲

哉
さ
ん
・
さ
つ
き
さ
ん

東野

河村 樹
いつ

生
き

くん

１
歳
お
め
で
と
う
！

元
気
い
ぱ
い
大
き
く
育
っ

て
ね
。

優
樹
さ
ん
・
紗
依
子
さ
ん

大井町

米滿 竜
りゅう

都
と

くん

１
歳
お
め
で
と
う
。
笑
顔

い
っ
ぱ
い
、
元
気
い
っ
ぱ

い
育
っ
て
ね
。

和
貴
さ
ん
・
三
河
さ
ん

明智町

三宅 一
かず

輝
き

くん

祝
一
輝
１
歳
の
お
誕
生
日

お
め
で
と
う
。
こ
れ
か
ら

も
元
気
で
ね
。

弘
文
さ
ん
・
嘉
美
さ
ん

長島町

安田 粋
す い

くん

い
つ
も
す
て
き
な
笑
顔
を

あ
り
が
と
う
。
大
好
き
だ

よ
。

壮
兵
さ
ん
・
直
子
さ
ん

三郷町

加藤 奨
しょう

一
い ち

朗
ろ う

くん

１
歳
お
め
で
と
う
♡
も
り

も
り
食
べ
て
、
元
気
い
っ

ぱ
い
大
き
く
な
っ
て
ね
。

裕
司
さ
ん
・
緑
香
さ
ん

長島町

長屋 勇
い

吹
ぶき

くん

１
歳
お
め
で
と
う
♥
い
ぶ

き
の
笑
顔
は
最
高
の
癒
や

し
だ
よ
錘

圭
司
さ
ん
・
幸
子
さ
ん



輝
く

恵
那
人
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長
島
町
中
野

林
は
や
し 

強
つ
よ
し

く
ん　

１８
歳

　

「
雨
の
日
は
、
走
れ
な
い
の
で
う
ず
う

ず
す
る
。
走
ら
な
い
と
生
活
の
リ
ズ
ム
が

崩
れ
る
。
走
る
こ
と
が
大
好
き
だ
」
と
話

す
東
濃
特
別
支
援
学
校
高
等
部
３
年
生
の

林
強
君
。

　

林
君
は
、
第
１０
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
「
ゆ
め
半
島
千
葉
大
会
」
の
陸
上

競
技
２
種
目
に
出
場
し
た
。
４
０
０
㍍
で

は
５９
秒
０９
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
２
０
０

㍍
は
７
位
だ
っ
た
。

　

小
学
生
の
こ
ろ
は
、
運
動
が
苦
手
だ
っ

た
と
い
う
林
君
。
陸
上
を
始
め
た
切
っ
掛

け
は
、
同
校
１
年
生
の
と
き
、
担
任
の
先

生
か
ら
「
チ

※

ャ
レ
ン
ジ
陸
上
大
会
に
出
て

み
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
、出
場
し
た
こ
と
。

４
０
０
㍍
に
出
場
し
た
が
、
納
得
で
き
る

成
績
で
な
く
悔
し
か
っ
た
。
先
輩
が
全
国

大
会
に
出
る
と
聞
い
て「
自
分
も
出
た
い
、

も
っ
と
頑
張
り
た
い
と
思
っ
た
」
と
振
り

返
る
。

　

２
年
生
か
ら
本
格
的
な
練
習
を
始
め

た
。
ど
ん
な
練
習
も
「
嫌
」
と
は
言
わ
な

い
林
君
。「
も
う
１
本
」
と
冗
談
を
言
わ

れ
て
も
「
は
い
」
と
言
う
く
ら
い
走
る
こ

と
が
好
き
に
な
っ
て
い
た
。

　

林
君
は
「
陸
上
を
や
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
、毎
日
が
と
て
も
つ
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
」

と
言
う
。「
走
っ
て
い
る
と
気
持
ち
良
い
。

次
の
目
標
に
向
か
っ
て
走
る
こ
と
や
、
無

我
夢
中
に
な
っ
て
走
る
こ
と
が
陸
上
の
楽

し
さ
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　

陸
上
を
始
め
る
前
は
「
学
校
に
行
き
さ

え
す
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
た
」
と
、
今

と
比
べ
無
気
力
だ
っ
た
自
身
を
振
り
返

る
。
陸
上
に
出
会
い
、
目
標
を
持
ち
努
力

す
る
こ
と
が
で
き
た
。メ
ダ
ル
も
取
れ
た
。

練
習
で
、
諦
め
な
い
気
持
ち
や
正
し
い
姿

勢
も
身
に
つ
い
た
。
一
生
懸
命
に
な
れ
る

こ
と
に
出
会
え
、
陸
上
か
ら
い
ろ
ん
な
こ

と
を
教
わ
っ
た
。

　

大
会
出
場
に
は
、
多
く
の
方
に
支
え
ら

れ
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
だ
。「
今
は
、
自
分

が
活
躍
で
き
る
場
所
が
あ
る
と
い
う
自
信

に
満
ち
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
」
と
顧
問

の
小
木
曽
先
生
は
言
う
。

　

２
年
後
の
ぎ
ふ
清
流
大
会
へ
出
場
し
活

躍
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
、

走
り
続
け
る
。

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
銀
メ
ダ
ル

好
き
な
こ
と
に
出
会
え
た

　岩村公民館で１１月２９日に開催された「命の講演会・

人権コンサート」。講師は、障がいを乗り越えプロのピ

アニストになった桑原良恵さん（岐阜市・２２歳）。参加

者は、桑原さんの演奏から「生きる」を学びました。

　１１月２７日と２８日に「笠置ふるさと・ゆず祭り」が、

笠置公民館で開催。ユズ生産者のチャンピオンを決める

「ゆず王」や「すっぱい顔コンテスト」などに約６００人の

参加があり、笠置町はユズ一色の２日間となりました。

　１１月２７日、学校法人実践女子学園の井原徹理事長と

可知市長は、岩村公民館で連携協定を結びました。これ

は、実践女子学園の学祖で岩村藩出身でもある下田歌子

の縁によるもので、今後、共同事業を進めていきます。

　１２月４日に恵那文化センターで、「限界にいどみ続け

て」と題して、長野冬季オリンピックの金メダリスト清

水宏保さんの講演会が開催。会場に詰めかけた聴衆約

７００人は、清水さんの語りかけに聞き入っていました。

　第６回市消防団市長査閲が、１１月２８日に山岡グラウ

ンドで、団員６７０人の参加で実施されました。結果は、

飯地分団が優勝を飾り、４連覇を成し遂げました。準優

勝は武並分団、３位は中野方分団でした。

　第８回目の下田歌子賞の表彰式と記念イベントが、１１

月２７日に岩村公民館で開催。審査員に選ばれた優秀作

品を受賞者が会場で朗読し、来場者の投票で小学生の部・

中高生の部の大賞などが決定し、表彰が行われました。

「ふるさとの先人に学ぶ」下田歌子賞 下田歌子の縁で実践女子と連携協定

飯地分団が消防団市長査閲で４連覇 ユズ一色の「笠置ふるさと・ゆず祭り」

金メダリストの清水宏保さんが熱く講演 ハンデを乗り越えたピアノ演奏

７５

※チャレンジ陸上大会＝正式名は県知的障がい特別支援学校チャレンジ陸上競技大会。県内１１校で行われる知的障がい特別支
援学校対抗の陸上大会



『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

この印刷物は石油系インキではなく、
地球に優しい植物油を使用したインキ
で印刷されています。

　岩村町の本通りは、１９９８（平成１０）年に商家の町並み

として、国の重要伝統的建造物群保存地区に選定された。

県内で３番目、全国では４８番目の選定。安土桃山時代

から江戸時代初めに、岩村川の南に形成されて以来４百

数十年の歴史を持つ。明治維新後は岩村電気軌道の開通

などにより、物資の集散地として栄えた旧城下町。東西

の延長が約１.３㌔、面積は約１４.６㌶の東西に長い範囲

が保存地区。ほぼ中央に位置する枡
ます

形
がた

より東側は江戸時

代に栄えた商家町、西側は主に明治維新後に栄えた商店

街。比較的軒の低い「厨
つ

子
し

二
に

階
かい

」と言われる造りが多い

のが特徴で、歴史的環

境を良好に保存。現在、

電線類の地中化などに

よるまちづくり事業が、

平成２４年度の完成予定

で進められている。

３９

４０

▲富田地区の農村景観

▲岩村本通り。奥の山が岩村城跡のある城山

富田地区はかつて鎌倉・室町の中世と言わ

れる時代に、岩村城の城下町があった地域。

１５７３（天正元）年、岩村城は、武
たけ

田
だ

信
しん

玄
げん

の

臣で武田二十四将の一人秋
あき

山
やま

信
のぶ

友
とも

に攻めら

れ、そのときにこの城下町も焼かれたと言

われている。

富田地区の農村景観 農村景観日本一

岩村本通り 県下３番目の重伝建

広報えなNo.１４２
２０１０年（平成２２年）
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　登録用ＱＲコード

　□問い合わせ　防災情報課（内線３１７）

『広報えな』１月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１４.８円（税込み）です。

間口の広さで課税されていたため、間口が

狭く南北に細長い敷地割りが多い。また、

「天
てん

正
しょう

疎
そ

水
すい

」と言われる用水が各家の軒下

や中庭を通り、生活用水や防火用水として

利用されていた。この地区は、主に地区住

民の協力により保存されている。 ▲岩村城跡から見た岩村本通り

▲ＮＰＯ法人農村景観日本一を守る会が管
理運営している「茅（かや）の宿とみだ」

　岩村町富田地区の田園風景の農村景観日本一は、

１９８９（平成元）年に国土問題研究会（理事長木
き

村
むら

春
はる

彦
ひこ

・

京都教育大学名誉教授）からの称号。マスコミが一斉に

報道したことで一躍脚光を浴びた。この景観は、岩村城

跡のある城山や田園を潤す水晶山・三森山な

どの山並みを背景として、東から西

に少し傾斜した盆地の中に、広

葉樹や針葉樹の森、瓦と白

壁の昔ながらの農家や土

蔵、寺院や神社などが、

水田の中に程よく配置。

古く美しい日本の農村景

観を残しており、ふるさ

との素朴な風景が鑑賞できる。秋の収穫期には、黄金色

に染まった田園を舞台とした「秋の月待ちお堂めぐり」

が開催される。

次号は１月１５日号
　発行日は１月１４日㈮です




